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市
功
労
者
顕
彰

　
元
市
議
会
議
長

  

齋
藤
栄
一
さ
ん
に

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
で
入
賞

　
今
年
の
市
功
労
者
と
し
て
、

元
市
議
会
議
員
の
齋
藤
栄
一

さ
ん（
７０
歳
・
西
目
町
西
目
）

が
顕
彰
さ
れ
ま
す
。 

　
齋
藤
さ
ん
は
昭
和
５８
年
５

月
か
ら
平
成
２１
年
１０
月
ま
で

旧
西
目
町
議
会
議
員
、
本
市

議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
通

算
８
期
２６
年
に
わ
た
り
在
職

さ
れ
ま
し
た
。 

      

　
こ
の
間
、
西
目
町
議
会
議

長
、
初
代
本
市
議
会
議
長
、

議
会
選
出
監
査
委
員
な
ど
を

歴
任
さ
れ
、
市
民
生
活
の
安

定
と
住
民
福
祉
の
向
上
、
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

平
成
１８
年
に
は
合
併
特
別
功

労
に
よ
り
市
功
労
者
と
し
て

顕
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
顕
彰
は
選
考
委
員
会
の
答

申
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
お

り
、
顕
彰
式
は
十
一
月
十
七

日
　
午
後
二
時
か
ら
本
荘
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま

す
。 

〒015ー8501 
秋田県由利本荘市尾崎17番地 
Eメール：kouho@city.yurihonjo.akita. jp 
印刷／（有）高野写真印刷 

（水） 

◆
カ
ヌ
ー
　
少
年
女
子
カ
ヤ
ッ
ク

シ
ン
グ
ル
二
百
　
２
位
・
同
五
百

　
３
位
　
由
利
高
２
年
　
佐
藤
美

鈴
さ
ん 

◆
弓
　
道
　
女
子
団
体
少
年
近
的

４
位
　
由
利
高
校
（
３
年
　
菊
地

輝
さ
ん
、
３
年
　
伊
藤
夏
奈
さ
ん
、

３
年
　
木
内
瑞
穂
さ
ん
） 

◆
ボ
ー
ト
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

４
位
　
由
利
高
３
年
　
津
野
滉
子

さ
ん
・
３
年
　
加
藤
早
織
さ
ん
◇

同
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
５
位

由
利
高
３
年
　
野
呂
瑞
季
さ
ん 

  

珠
算
競
技
大
会
で
入
賞

 

◆
東
北
珠
算
競
技
大
会
　
読
み
上

げ
算
競
技
・
中
学
校
の
部
３
位
　

本
荘
北
中
３
年
　
原
田
麻
美
さ
ん 

◆
県
珠
算
競
技
大
会
　
高
校
読
み

上
げ
算
の
部
１
位
　
西
目
高
３
年

佐
々
木
綾
子
さ
ん
　
◇
同
読
み
上

げ
暗
算
の
部
３
位
　
西
目
高
３
年

佐
々
木
綾
子
さ
ん
　
◇
中
学
校
団

体
３
位
　
出
羽
中
学
校
　
◇
同
読

み
上
げ
算
競
技
３
位
　
出
羽
中
３

年
　
吉
尾
美
紅
さ
ん
　
３
位
　
同

中
１
年
　
堀
　
東 

君 
  

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
大
会

  

本
荘
南
中
Ὶ
銀
賞
入
賞

 

　
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東

北
大
会
が
八
月
二
十
九
日
、
青
森

市
で
行
わ
れ
、
本
荘
南
中
学
校
（
　

田
均
校
長
）
が
中
学
校
の
部
で
銀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
課
題
曲
と
合
わ
せ
、
自
由
曲
で

は
歌
劇
「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」
よ

り
を
演
奏
し
、
大
編
成
で
は
初
の

東
北
大
会
入
賞
。
学
校
創
立
五
十

周
年
の
節
目
に
花
を
添
え
ま
し
た
。 

メ
ῴ

ト
ル

メ
ῴ

ト
ル

佐々木綾子さん 原田  麻美さん 佐藤  美鈴さん 
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「
命
が
こ
れ
ほ
ど
大
事
だ
と
い
う
話
を
聞
き
、
涙
が
出
る
ほ
ど
感
動
し
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」 

　
岩
城
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
毎

週
木
曜
日
に
「
か
も
め
サ
ー
ク

ル
」
を
開
催
し
て
い
る
。
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
、

母
親
の
育
児
力
を
高
め
る
こ
と

を
ね
ら
い
に
、
妊
婦
と
保
育
園

な
ど
に
入
園
し
て
い
な
い
乳
幼

児
、
保
護
者
が
交
流
す
る
場
だ
。 

　
こ
の
中
で
七
月
二
十
九
日
、

西
目
高
校
の
女
子
生
徒
十
二
人

が
参
加
し
、
「
高
校
生
と
赤
ち

ゃ
ん
の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
た
。

赤
ち
ゃ
ん
講
座
で
は
、
つ
わ
り

や
出
産
時
の
体
験
談
を
地
域
に

住
む
大
野
美
加
子
さ
ん
と
加
賀

谷
一
美
さ
ん
か
ら
聞
い
た
後
、

乳
児
を
抱
い
た
り
妊
娠
九
カ
月

の
お
な
か
を
触
っ
た
り
し
た
。 

そ
の
後
、
保
健
師
に
よ
る
性
教

育
を
含
め
た
命
の
重
み
に
つ
い

て
指
導
を
受
け
た
。
ま
た
、
重

り
と
し
て
約
十
㌔
の
水
を
付
け
、

妊
婦
を
疑
似
体
験
。
動
き
に
く

い
苦
労
を
実
感
し
な
が
ら
命
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
。 

　
全
員
が
保
育
士
志
望
と
い
う

生
徒
た
ち
は
「
命
が
こ
れ
ほ
ど

大
事
だ
と
い
う
話
を
聞
き
、
涙

が
出
る
ほ
ど
感
動
し
ま
し
た
」

「
お
母
さ
ん
た
ち
の
笑
顔
に
触

れ
、
幸
せ
な
気
分
に
な
れ
た
。

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
」
と
感
想
を
寄
せ
た
。 

　
平
成
十
五
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
同
セ
ン
タ
ー
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
と
図
書
館
を
併
設
す
る
特

色
を
生
か
し
、
学
童
保
育
や
子

育
て
支
援
活
動
な
ど
で
年
間
一

万
人
以
上
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
の
堀
井
珠
子
参

事
は
「
こ
の
つ
ど
い
は
七
年
以

上
続
い
て
い
ま
す
。
生
後
間
も

な
い
赤
ち
ゃ
ん
を
、
肌
で
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
は
な
か
な
か
体

験
で
き
な
い
こ
と
。
優
し
さ
や

親
に
な
る
楽
し
み
、
親
へ
の
感

謝
を
抱
か
せ
る
行
事
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。 

温かな生命に触れ、 
母になる将来を実感 

岩城児童センター「かもめサークル」 

高校生と赤ちゃんのつどい 

私
た
ち
に
は「
命
」が
あ
る 

 

そ
し
て
命
と
と
も
に「
心
」を
持
っ
て
い
る 

 

命
は
生
き
る
た
め
の
力
、
生
き
て
い
る
証 

そ
の
命
を
実
感
し
な
が
ら
、 

愛
情
や
思
い
や
り
、
意
志
、 

感
謝
な
ど
の
気
持
ち
を
育
む
の
が
、
心
だ 

 

し
か
し
、
私
た
ち
の
住
む
地
域
の
中
に
は 

命
に
か
か
わ
る
ほ
ど
の
辛
さ
を
抱
え
た
人
が
い
る 

 

健
康
を
願
い
、
尊
い
命
に
心
を
配
り
な
が
ら 

共
に
支
え
合
っ
て
い
く
た
め
に 

目
を
向
け
て
み
よ
う
、
「
命
」
と
「
心
」
に
―
― 

あ
か
し 

は
ぐ
く 

つ
ら 

と 

特
集 

娘の弥咲ちゃん（２歳）と一緒に絵本を 
読むお母さんの瞳さん（38歳・仮名）。 
 
なかなか子どもが授からなかった 
瞳さんは医療機関で相談した経験 
がある。妊娠の確率が高まる訳で 
はないとの説明を受け逆に気持ち 
が楽になったと振り返る。 
 
「帝王切開で産みましたが、看護師 
の方が手足の指を「１、２、３、４、５」と 
数える声が聞こえ、『ちゃんと産んであげられたなあ』と胸いっぱいに…。 
あの声は今も忘れられません」。 
 
向かいに住むおばあちゃんが、弥咲ちゃんを気にかけ、よく声をかけてくれると言う。 
「まるで家族のような存在です」。　命と心がつながり、希望の輪を広げていく―― 

娘の弥咲ちゃん（２歳）と一緒に絵本を 
読むお母さんの瞳さん（38歳・仮名）。 
 
なかなか子どもが授からなかった 
瞳さんは医療機関で相談した経験 
がある。妊娠の確率が高まる訳で 
はないとの説明を受け逆に気持ち 
が楽になったと振り返る。 
 
「帝王切開で産みましたが、看護師 
の方が手足の指を「１、２、３、４、５」と 
数える声が聞こえ、『ちゃんと産んであげられたなあ』と胸いっぱいに…。 
あの声は今も忘れられません」。 
 
向かいに住むおばあちゃんが、弥咲ちゃんを気にかけ、よく声をかけてくれると言う。 
「まるで家族のような存在です」。　命と心がつながり、希望の輪を広げていく―― 

母性 
豊かに 

の 

上：赤ちゃんを抱き、思わず 
　　笑顔に 
中：１０　の重り付け、疑似 
　　体験。立つのもひと苦労。 
下：幼い命に触れてーー 

キ 
　ロ 
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命の誕生を児童が実演― 
生まれたことを拍手でたたえ、 
「命の記念日」に感謝を約束 

笹子小学校で「命の大切さ」講座 

「命があるからこそ、生きる力があると改めて知った」 

　
講
座
に
は
五
、
六
年
生
の
児

童
約
四
十
人
と
保
護
者
お
よ
そ

三
十
人
が
参
加
。
助
産
師
の
佐

藤
明
美
さ
ん
（
由
利
組
合
総
合

病
院
）、
菅
野
れ
つ
子
さ
ん（
雄

勝
中
央
病
院
）
、
赤
平
敏
子
さ

ん（
同
）が
講
師
と
な
り
、
男
女

の
体
の
違
い
や
変
化
、
受
精
卵

か
ら
胎
児
へ
と
発
達
、
出
産
ま

で
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。 

　
佐
藤
さ
ん
た
ち
は
、
生
ま
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
が
初
め
て
発
す
る

産
声
を
聞
か
せ
た
後
、
針
で
小

さ
な
穴
を
開
け
た
折
り
紙
を
全

員
に
配
布
。
児
童
が
穴
を
見
つ

け
る
と
「
こ
れ
が
命
の
始
ま
り
、

み
ん
な
の
一
番
最
初
の
大
き
さ

で
す
」
と
話
し
、
受
精
卵
の
小

さ
さ
や
生
命
の
不
思
議
を
実
感

さ
せ
た
。 

み
ん
な
で
学
ん
だ
、
み
ん
な
が
感
じ
た 

（
　
　 

） 

助
産
師
が
や
さ
し
く
説
明 

 

　
妊
娠
三
カ
月
で
身
長
が
３
　
、

五
カ
月
で
　
　
、
誕
生
時
に
は

　
　
で
３
㌔
へ
と
徐
々
に
大
き

く
、
重
く
な
っ
て
い
く
胎
児
の

人
形
を
抱
か
せ
て
、
そ
の
成
長

を
確
か
め
さ
せ
た
。 

　
そ
の
後
、
卒
業
生
で
妊
娠
六

カ
月
の
藤
井
信
子
さ
ん
を
招
き
、

胎
児
の
心
音
を
聞
か
せ
、
「
赤

ち
ゃ
ん
は
み
ん
な
が
マ
ラ
ソ
ン

を
し
た
後
の
よ
う
な
、
ふ
だ
ん

の
倍
く
ら
い
も
速
い
心
拍
数
で

頑
張
っ
て
大
き
く
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
」
と
説
明
し
た
。 

  

　
「
自
分
の
中
で
小
さ
な
命
が

大
き
く
な
る
に
従
い
、
と
て
も

大
切
な
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
先
日
、
母
方
の
九
十
歳
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
『
子
宝
と

い
う
言
葉
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

大
事
に
し
な
さ
い
』
と
言
わ
れ

た
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
藤

井
さ
ん
が
話
す
と
、
じ
っ
と
聞

き
入
っ
て
い
た
児
童
か
ら
一
斉

に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。 

　
体
験
学
習
で
は
、
子
宮
に
見

立
て
た
袋
に
赤
ち
ゃ
ん
役
の
男

子
児
童
が
入
り
、
誕
生
の
様
子

を
実
演
。
「
頑
張
れ
、
頑
張

れ
」
。
大
き
な
声
援
を
受
け
て

無
事
出
産
が
済
み
、
お
母
さ
ん

と
繋
が
っ
て
い
た
証
・
へ
そ
の

緒
が
切
ら
れ
た
後
、
赤
ち
ゃ
ん

役
の
太
田
恭
史
君
（
六
年
）
は

「
と
て
も
暑
か
っ
た
け
ど
、
生

ま
れ
た
瞬
間
、
み
ん
な
に
笑
顔

で
喜
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
一
生
懸
命
生
き
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
」
と
話
し
た
。 

  

　
佐
藤
さ
ん
は
「
み
ん
な
に
は

三
つ
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
一
人
一
人
が
『
待
ち

望
ま
れ
て
生
ま
れ
た
命
』
だ
と

い
う
こ
と
。
二
つ
目
は
『
周
り

の
み
ん
な
に
幸
せ
と
喜
び
を
与

え
て
い
る
』
の
だ
と
い
う
こ
と
。

そ
し
て
、
三
つ
目
が
み
ん
な
が

『
生
き
る
力
を
持
っ
て
い
る
』

と
い
う
こ
と
で
す
。
命
は
失
っ

た
ら
取
り
戻
せ
ま
せ
ん
。
命
を

大
切
に
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
自

分
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
そ
し

て
自
分
と
同
じ
ぐ
ら
い
、
周
り

の
人
も
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。

生
き
て
い
る
、
た
だ
そ
れ
だ
け

で
素
晴
ら
し
い
、
百
点
満
点
で

す
」
と
ま
と
め
た
。 

　
最
後
に
「
私
た
ち
は
誕
生
日

を
『
命
の
記
念
日
』
と
言
っ
て

い
ま
す
。
み
ん
な
に
は
誕
生
日

に
、
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
っ

た
ら
い
い
か
、
命
に
つ
い
て
考

え
る
日
に
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
た
。 

　
笹
子
小
で
は
後
日
、
こ
の
講

座
に
つ
い
て
の
感
想
を
児
童
と

保
護
者
か
ら
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

児
童
は
「
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
こ

と
が
ど
れ
だ
け
大
変
な
こ
と
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
次

の
誕
生
日
に
は
親
や
家
族
に
感

謝
し
た
い
」
「
命
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
生
き
る
力
が
あ
る
と
改

め
て
知
っ
た
」
、
ま
た
保
護
者

か
ら
は
「
自
分
が
妊
娠
し
て
い

た
時
や
出
産
し
た
時
の
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
、
涙
ぐ
ん
で
し
ま

っ
た
」
「
親
と
し
て
命
の
尊
さ

を
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
」
な

ど
の
声
が
あ
っ
た
。 

　
池
田
校
長
は
「
ど
ん
な
に
望

ま
れ
て
生
ま
れ
て
き
た
命
な
の

か
、
両
親
や
家
族
か
ら
と
ど
ん

な
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
命
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
た

ち
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
、
保
護
者
と
一
緒
に
学
ぶ
こ

と
と
し
、
初
め
て
講
座
を
行
い

ま
し
た
。ほ
か
の
人
の
命
も
、自

分
と
同
じ
よ
う
に
重
い
こ
と
を

知
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
話
し
た
。 

 

胎
児
の
人
形
で
成
長
確
認 

 

子
宝
と
い
う
言
葉
を
大
事
に 

 

誕
生
日
は
『
命
の
記
念
日
』 

 

命
が
「
生
き
る
力
」
に 

 

２５ 

５０ 

IN
T
E
R
V
IE
W

　一つしかない命を大
事にすること。そして、
他人の痛みを想像でき
る力を育てたい。そこ
から相手を思いやる気
持ちや自らの行動に対
する責任感が生まれる
ものと考えます。命の
大切さは、小学校段階
だからそれを素直に受
け止められるのです。 
　笹子小では、豊かな
心をはぐくむ道徳教育
を全教育活動の「要」
に置くとともに、子ど
もたちが夢に向かって
一日一日を大切にする
キャリア教育にも取り
組んでいます。 

池田弘美 校長 
笹子小学校 

　子どもが障がいを持
って生まれたのですが、
幸いその後手術も成功
し、元気に通学してい
ます。そのことを思い
出しつつ、命の尊さを
あらためて親子で感じ
させられました。女の
子ですので、いつか母
親の気持ちを感じてく
れたらと思いました。 
　出産では二度、夫に
立ち会ってもらいまし
た。男の子にとっても、
結婚の後、お母さんに
なることは大変なこと
なのだと思い出す、貴
重な授業になったと思
います。 

赤川亜希子 さん 
　　　　　　  （37歳） 

笹子小PTA副会長 

セ
ン 

チ 

セ
ン 

チ 

セ
ン 

チ 

　
人
の
誕
生
を
学
び
、
命
を
大
切
に 

す
る
心
を
は
ぐ
く
も
う
と
、
七
月
八 

日
、笹
子
小
学
校（
池
田
弘
美
校
長
）で 

「
命
の
大
切
さ
」
講
座
が
行
わ
れ
た
。 

拍
手
と
声
援
の
中
、
元
気
に
”誕
生
“ 

上：胎児の模型を身近に感じて 
中：「生きているだけで100点満  
　　点」と説く講師の佐藤さん 
右：体の成長と人の誕生、命の 
　　尊さを学んだ講座 

「命」と「心」のデッサン 特集 



自殺予防 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
差
し
入
れ
の
お
に
ぎ
り
で
開
い
た「
心
」、
つ
な
い
だ「
命
」 

　
耐
え
き
れ
な
い
苦
境
に
さ
ら

さ
れ
る
中
、
絶
望
感
に
打
ち
ひ

し
が
れ
て
死
に
至
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
。
自
ら
命
を
絶
っ

て
し
ま
う
「
自
殺
」
だ
。 

　
昨
年
の
本
県
の
自
殺
者
数
は

四
百
十
六
人
。
平
成
十
年
か
ら

四
百
人
を
超
え
、
同
十
一
年
に

百
人
を
切
っ
て
以
来
減
少
を
続

け
る
交
通
事
故
死
亡
者
数
の
六

倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。 

　
本
県
の
自
殺
率
は
十
万
人
当

た
り
　
・
１
で
、全
国
平
均
　
・

４
と
は
開
き
が
あ
り
、
平
成
七

年
か
ら
十
五
年
連
続
の
全
国
一

と
な
っ
て
い
る
。
今
年
の
上
半

期
（
１
月
〜
６
月
）
は
昨
年
よ

り
減
少
し
て
い
る
が
、
予
断
は

許
さ
れ
な
い
。 

　
本
市
の
事
態
は
よ
り
深
刻
だ
。

毎
年
四
十
人
前
後
の
自
殺
者
数

を
数
え
、
昨
年
の
自
殺
率
は
県

平
均
を
上
回
る
　
・
４
。
県
内

の
保
健
所
別
の
集
計
で
は
、
北

秋
田
保
健
所
の
　
・
５
に
次
ぐ

高
い
数
値
だ
。 

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
庁
内
自

殺
予
防
連
絡
会
で
の
情
報
交
換

と
検
討
、
声
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
、
高
齢
者
世
帯
へ
の

訪
問
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。 

   

　
市
が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
、
相
談
体
制
の
充
実
だ
。

　
時
間
無
料
電
話
相
談
「
由
利

本
荘
健
康
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
や

健
康
管
理
課
と
各
市
民
福
祉
課

が
身
近
な
窓
口
と
な
り
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
応
じ
て
い
る
。 

　
健
康
管
理
課
の
長
谷
川
良
子

参
事（
保
健
師
）は
「
現
在
、
週

に
二
〜
三
回
の
相
談
が
あ
り
ま

す
。
心
が
け
て
い
る
の
は
、
来

庁
で
も
電
話
で
も
、
当
日
の
う

ち
に
面
談
し
、
話
を
聴
く
こ
と
。

命
に
か
か
わ
る
相
談
へ
の
対
応

を
優
先
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。 

  

　
「
隣
近
所
の
あ
い
さ
つ
や
声

か
け
を
通
し
て
自
殺
を
予
防
す

る
」
。
地
域
の
連
携
を
ね
ら
い

と
し
「
自
殺
予
防
声
か
け
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
育
成
・
支
援
も

進
ん
で
い
る
。 

　
今
年
は
四
回
に
わ
た
り
養
成

講
座
が
開
か
れ
、
約
三
十
人
が

「
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」

「
傾
聴
の
仕
方
」
な
ど
を
学
ん

だ
。
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
は

十
八
人
。
「
き
て
け
れ
〜
サ
ロ

ン
」
や
座
談
会
を
開
い
て
い
る
。 

  

　
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

地
道
な
取
り
組
み
も
着
実
に
成

果
を
上
げ
て
い
る
。 

　
由
利
地
域
の
「
ホ
ッ
ト
ハ
ー

ト
由
利
」
は
平
成
十
五
年
に
心

の
健
康
を
考
え
る
会
と
し
て
発

足
。
集
落
に
出
向
き
、
自
殺
予

防
を
テ
ー
マ
に
し
た
紙
芝
居
や

寸
劇
の
上
演
、
学
習
会
な
ど
の

開
催
を
続
け
、
高
齢
女
性
の
自

殺
を
大
き
く
減
少
さ
せ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
健
康
本
荘
　
計
画
の

元
メ
ン
バ
ー
土
門
信
子
さ
ん
は

毎
月
南
内
越
公
民
館
で
「
ホ
ッ

と
ひ
と
い
き
サ
ロ
ン
」
を
開
催

中
だ
。 

　
鳥
海
地
域
で
平
成
十
九
年
に

立
ち
上
げ
ら
れ
た
自
殺
予
防
活

動
団
体
「
オ
ー
プ
ン
ハ
ー
ト
オ

コ
ジ
ョ
」
で
は
婦
人
会
員
や
理

容
師
、
救
命
士
、
僧
侶
な
ど
多

彩
な
分
野
が
参
加
し
、
イ
ベ
ン

ト
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
遺
族

の
語
り
合
い
の
会
で
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い

る
。 

　
今
年
、
こ
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ー

ト
オ
コ
ジ
ョ
の
献
身
的
な
活
動

が
、
一
人
の
方
を
自
立
の
方
向

へ
と
導
い
た
。
県
外
に
住
ん
で

い
た
Ａ
さ
ん
は
勤
務
先
を
退
職

し
帰
郷
。
就
職
難
な
ど
か
ら
人

間
不
信
に
陥
り
、
病
気
を
覚
悟

の
上
で
車
に
寝
泊
ま
り
す
る
生

活
を
続
け
て
い
た
。
そ
れ
を
知

っ
た
オ
コ
ジ
ョ
の
メ
ン
バ
ー
は

手
づ
く
り
の
お
に
ぎ
り
や
漬
け

物
を
交
代
で
差
し
入
れ
、
Ａ
さ

ん
に
話
し
か
け
た
。 

　
活
動
は
ひ
と
月
ほ
ど
続
き
、

徐
々
に
Ａ
さ
ん
の
心
が
開
き
、

笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
「
差
し
入
れ
に
も
限
り
が

あ
り
ま
す
よ
」
。
自
立
を
促
さ

れ
た
Ａ
さ
ん
は
、
求
職
情
報
に

自
ら
申
し
込
み
、
働
き
始
め
た

の
だ
と
い
う
。 

　
鳥
海
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

の
小
沼
美
帆
主
査（
保
健
師
）は

「
三
十
代
か
ら
六
十
代
の
皆
さ

ん
が
、
時
に
は
友
人
の
よ
う
に

時
に
は
家
族
の
よ
う
に
声
を
か

け
て
く
れ
ま
し
た
。
初
め
は
窓

越
し
の
や
り
取
り
で
し
た
が
、

Ａ
さ
ん
の
表
情
が
和
ら
い
で
い

く
の
が
分
か
り
ま
し
た
。
『
一

緒
に
生
き
て
い
こ
う
よ
』
と
い

う
想
い
と
支
援
が
Ａ
さ
ん
の
心

に
響
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

毎
日
本
当
に
よ
く
差
し
入
れ
を

し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
メ
ン
バ

ー
の
努
力
を
た
た
え
る
。 

相
談
優
先
、
迅
速
に
対
応 

 

民
間
支
援
、
自
立
促
し
奏
功 

 

声
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成 

 

　
社
会
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た「
自
殺
」。
市
で
は
、
自
殺
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、 

相
談
体
制
の
充
実
や
声
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
予
防
活
動
の
研
修
会
開
催
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

鳥
海
地
域
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
が
自
立
を
促
す
と
い
う
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。 

 

３８ 

２１ 

２４ 

５７ 

声
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
で
聴
き
役
を
体
験
す
る
参
加
女
性 

１　「うつ病」の症状が見られたら、気を付けよう。 
２　原因不明の体調不良が長引いたら注意しよう。 
３　飲酒の量、回数が増してきたように思われる場合。 
４　安全や健康が保てない行為が見受けられる場合。 
５　失職、大きな失敗、財産などを失ったりした場合。 
６　職場や家庭でのサポートが得られない。 
７　重症な体の病気にかかり、ふさぎ込んでいる場合。 

自
殺
の
き
っ
か
け
、
予
兆
に
注
意 10

46

450

457

486

438

494
519

452 447 482

420
410 416

（人） 

50
54 52

46

55

35

45 45 49

38 39

11 12 13 14 15 16 17 年 平成 18 19 20 21

由
利
本
荘
市 

旧
１
市
８
町 

秋田県と由利本荘市の自殺者数（美の国あきたホームページ） 
自殺者の年代別割合 

県内自殺者の動機 
　　　　　　　　　（平成21年） 

40歳未満 

40～59歳 

そ
の
他 

（
病
苦
） 

健
　
康 

生
活
苦 

経
済
・ 

60歳以上 

秋田県 
（平成21年） 

45.7 
％ 

35.6％ 
41.4％ 

22.9％ 

35.3 
％ 

19.0％ 

お
も 

INTERVIEW

　広報紙などを読んでいる方や行事に参加している方は 
命を守る活動に一定の理解があるものと考えます。 
　しかし、地域行事などに参加しない方が孤立感を深め、 
命を縮めるような傾向があるのではないかと心配されま 
すので、日常で一緒に進めていける方々、その方法など 

を掘り起こししたい、それを基本線に掲げて活動しています。 
　今、「無縁社会」がクローズアップされています。親や兄弟などの血縁、
会社関係の付き合いを主とする社縁、そして近所付き合いなどの地縁、こ
れらが全国的に薄れてきています。一人暮らしをし、孤独な中でひっそり
と亡くなる方がこのあたりでも増えています。これからはこういう現状に
即した取り組みも考えていく必要があるのではないかと思います。 

オープンハートオコジョ会長 

宮本康博  さん　（52歳・鳥海町上笹子） 

２４ 

４５ 

「命」と「心」のデッサン 特集 



心のガイド 
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悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
失

敗
を
し
た
り
す
れ
ば
、
誰
で
も

気
分
が
落
ち
込
み
、
や
る
気
が

な
く
な
る
こ
と
は
あ
る
。
そ
れ

で
も
、
一
定
の
時
間
が
経
過
す

れ
ば
回
復
す
る
の
が
普
通
だ
。 

　
だ
が
、
う
つ
病
は
こ
う
し
た

気
分
の
落
ち
込
み
が
な
か
な
か

回
復
せ
ず
、
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
し
て
し
ま
う
心
の
病
気

だ
。「
憂
う
つ
」「
お
っ
く
う
」

「
落
ち
着
か
な
い
」
な
ど
が
ず
っ

と
続
き
、
頑
張
ろ
う
に
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
低
下
し
て
で
き
ず
、

そ
う
い
う
自
分
を
責
め
続
け
、

絶
望
感
に
襲
わ
れ
て
し
ま
う
。

ス
ト
レ
ス
な
ど
で
神
経
の
バ
ラ

ン
ス
が
く
ず
れ
、
脳
内
の
神
経

伝
達
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く

な
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。 

　
心
身
の
不
調
が
本
人
に
と
っ

て
の
苦
し
み
で
あ
り
、
心
の
弱

さ
や
怠
け
で
は
な
い
。
「
放
っ

て
お
け
ば
、
そ
の
う
ち
治
る
」

と
い
う
の
は
誤
解
で
、
こ
れ
が

う
つ
病
の
怖
さ
で
も
あ
る
。 

　
平
成
二
十
年
の
厚
生
労
働
省

に
よ
る
調
査
で
、
う
つ
病
な
ど

の
気
分
障
害
で
医
療
機
関
を
受

診
し
た
患
者
数
が
百
万
人
を
超

え
た
。
日
本
人
の
十
五
人
に
一

人
が
、
生 

涯
に
一
度 

は
う
つ
病 

を
経
験
す
る 

と
い
わ
れ
る
。 

自
殺
と
の
深
い 

関
連
性
も
指
摘 

さ
れ
て
い
る
。 

  
　
う
つ
の
症
状
が
目
立
つ
ほ
ど

で
は
な
く
、
日
常
生
活
に
支
障

を
及
ぼ
す
ま
で
に
は
な
ら
な
い

「
軽
症
う
つ
病
」
も
あ
る
。
頭

痛
や
肩
こ
り
、
胃
痛
、
倦
怠
感

な
ど
、
原
因
不
明
の
体
調
不
良

が
前
面
に
出
る
た
め
に
気
づ
き

に
く
く
、
原
因
の
う
つ
病
が
背

後
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
で
「
仮

面
う
つ
病
」
と
も
呼
ば
れ
る
。 

  

　
う
つ
病
の
予
防
は
、
ま
ず
そ

の
人
の
変
化
に
気
付
く
こ
と
。

注
意
や
小
さ
な
気
付
き
が
、
大

切
な
人
を
う
つ
病
か
ら
守
る
。 

そ
の
１

気
付
く
 

　
あ
な
た
の
そ
ば
に
い
る
大
切

な
人
の
変
化
、
思
い
詰
め
て
い

る
人
の
心
や
行
動
の
サ
イ
ン
に

早
く
気
付
き
、
相
手
の
立
場
に

立
っ
て
体
の
具
合
や
苦
し
い
胸 

の
内
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
。 

そ
の
２

つ
な
ぐ
 

　「
死
に
た
い
」
と
の
思
い
に

陥
る
の
は
、
精
神
的
に
孤
立
感

を
深
め
て
い
る
か
ら
。
誰
か
と

つ
な
が
る
こ
と
で
、
心
を
開
く

こ
と
も
少
な
く
な
い
。
よ
く
話

を
聴
き
、
専
門
窓
口
へ
の
相
談

や
医
療
機
関
で
の
診
察
を
勧
め

る
こ
と
が
有
効
だ
。 

そ
の
３

支
え
る
 

　
悲
観
に
暮
れ
、「
死
ぬ
し
か

な
い
」
と
の
思
い
詰
め
た
気
持

ち
の
時
は
、
本
人
の
ペ
ー
ス
に

配
慮
し
、
温
か
く
寄
り
添
い
、

見
守
る
こ
と
。
説
教
や
叱
咤
激

励
、
常
識
の
押
し
付
け
は
控
え
、

自
然
な
応
対
を
。
家
庭
や
職
場

で
は
、
体
や
心
の
負
担
が
減
る

よ
う
な
配
慮
が
望
ま
れ
る
。 

回
復
せ
ず
、
長
引
く
憂
う
つ 

注
意
し
た
い
「
軽
度
う
つ
病
」 

「
気
付
く
」「
つ
な
ぐ
」「
支
え
る
」 

□日時  11月12日（金）  午後１時30分～３時
　　　　　※来年１月14日、３月11日にも行います。

□会場・問い合わせ先

　　　  由利本荘保健所 　　２２―４１２０

■ライフサイクルから見たうつ病

子どもや若者 

　うつ病になる子どもや

リスクを持つ子どもは増

え続けていると言われる。

思春期は自我に目覚め、

大人へと成長する過程で

あり、すべての症状をう

つ病に結びつけることは

できないものの、次のよ

うな特徴が見られる。

□食欲が落ちて、やせて

　きた。

□体がだるい、疲れやすい。

□よく眠れない。

□朝は調子が悪く、夕方

　は楽になる。

□何かをしようという気

　力が起きない。

□勉強に集中できない。

□イライラする。

　気持ちが沈むなど。

　就職や結婚、出産、子

育てなど、人生の節目と

なるステージや、責任あ

る仕事を任される時期を

迎える。周囲の環境や人

間関係、仕事量の増加、

また、子どもの独立や親

の介護などの社会生活上

のストレスが強まり、深

刻な状態になる。

□やる気が起きない。

□職場の前まで来て帰っ

　てしまう。

□人と会いたくない。

□仕事が手に付かなくな

　った。

□突然の欠勤

青年期 
 

壮年期 
〜 

　50歳前後から65歳まで

の初老期、それ以降を老

年期とすると、初老期は

退職、親や兄弟などの死

など、喪失体験が多くな

る。体力の衰えを感じ、

健康を損なう人も少なく

ない。

　老年期は「家族の負担

になりたくない」との思

いを強めてしまうため、

注意すること。物忘れな

どの認知症に似た症状が

現れるが、判別を要する。

□よく眠れない。

□食欲が落ちてきた。

□頭が重い。

□体がすっきりしない。

□不安や焦燥感でじっと

　していられない。

□被害妄想にとらわれる。

初老期 
 

老年期 
・ 

　女性ホルモンの影響に

より、女性は男性よりう

つ病になりやすい傾向が

あるといわれる。出産後

や更年期の女性はうつ症

状になりやすい状況とな

る。一過性のマタニティ

ー・ブルー、出産後も症

状が長引く産後うつ病、

更年期うつ病のほか、仕

事も家庭も完璧にこなそ

うとした結果、疲労で発

症するスーパーウーマン

・シンドロームなどが知

られている。

□落ち込みや疲労感があ

　る。

□不眠や集中力の低下。

□憂うつ感、不眠。

女　性 

■ 
　さまざまな変化を感じやすい中高年世代を
対象に、心と体の健康・うつ予防・男性の更年期
障害についての講話を伺います。

　大切な人を自死で亡くされた体験を持つ方
同士が悲しみなどを語り、分かち合う集いです。
プライバシーは厳守します。

□講師  仙北市西木町西明寺診療所長

　　　  市川晋一先生

□日時  11月27日（土）

　　　  午後１時30分～３時

□会場  岩城会館（岩城地域）

□問い合わせ先
　　　  本荘保健センター　　２２―１８３４
　　　  または各総合支所市民福祉課

◆ ◆

（ このようなサインが２週間以上見られる場合は、早めに医療機関に相談しましょう ）

□ 憂うつ、気分が重い 

□ 食欲がない、眠れない 

□ だるい、疲れやすい 

□ 好きなことにも興味が湧かない 

□ 物事を悪い方に考える 

□ 表情が暗く、元気がない 

□ 反応が遅い、決断できない 

□ 人と会うのを避ける 

□ 欠席やミスが増える 

□ 飲酒量が増える

一般保健、  

精神保健

心の悩み、  

自殺問題

倒産危機

法律相談

由利本荘保健所

市健康管理課

由利本荘健康ホットライン

NPO 秋田いのちの電話

NPO 蜘蛛の糸

法テラス

1 22-4120

1 22-1834

1 0120-×××-×××

1 018-865-4343

金　　融、
経営相談

高齢者の
相　　談

女性の人

権、被害

サラ金・クレジット相談センター

秋田なまはげの会

女性の人権ホットライン

女性ダイヤル相談

レディース通話110番

高齢者総合相談センター
（ シルバー１１０番 ）

1 018-896-5599

1 018-862-2253

1 018-829-4165

1 0570-070-810

1 0120-×××-×××

1 0120-×××-×××

1 0120-×××-×××
1 018-831-5256

1 018-853-9759

1 0570-078-374

あきたいのちのケアセンター

※時間帯などはそれぞれお確かめください。 

し
っ
た 

肩こり解消ストレッチ

ϱ 片手を旨の前で水平に伸ばし、片方の手で

　手首をつかむ。

ϲ そのまま腕を伸ばし

　た方へと引っ張る。

　反対側も同じように。

ϱ 両手を頭の上に

　 伸ばし、片方の

　 手首をつかむ。

ϲ つかんだ腕をそ

　 のまま斜め上に

　 伸ばす。（反対側も）

ϱ 両手を後ろで組み、腕を

　 下に伸ばす。

ϲ 肩甲骨を狭め、胸が反っ

　 たら停止。 

■ 

「命」と「心」のデッサン 特集 



１０ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう ２２ １１ １ １１ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２０１０ 

生きていることの 喜び、感謝、責任 

　
　
　
　
一
年
ほ
ど
前
、
兄
弟
た
ち
と
一
年
計

　
　
　
　
画
で
「
一
緒
に
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
を
め
ざ
そ
う
」
と
い
う
話
に
な
り
、

大
型
犬
の
散
歩
か
ら
始
め
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん

走
る
の
が
楽
し
く
な
り
、
六
年
前
か
ら
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
は
水
泳
、
自
転
車
、
マ
ラ
ソ
ン
の
三
種

目
を
一
気
に
続
け
て
行
い
ま
す
。
水
泳
が
終
わ

る
と
、
次
の
種
目
で
何
人
越
せ
る
だ
ろ
う
か
、

と
楽
し
く
な
り
ま
す
。
タ
イ
ム
が
縮
み
、
苦
手

だ
っ
た
水
泳
が
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な
る
楽

し
さ
も
あ
っ
て
、
「
自
分
に
向
い
て
い
る
」
と

感
じ
ま
す
。 

　
昨
年
の
新
潟
国
体
は
途
中
棄
権
で
し
た
が
、

今
年
の
千
葉
国
体
で
は
完
走
で
き
、
　
位
に
。

ゴ
ー
ル
後
の
達
成
感
は
最
高
で
、
ま
だ
で
き
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

　
目
標
を
常
に
持
っ
て
い
る
と
頑
張
れ
ま
す
。

犬
の
散
歩
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
目
的
で
や
り
始
め

た
こ
と
で
す
。
毎
日
一
種
目
、
忙
し
い
で
す
が
、

好
き
な
こ
と
な
の
で
楽
し
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

続
け
て
い
ま
す
。
「
生
活
に
運
動
を
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
大
事
。

後
悔
し
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

　
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
は
、
運
動
を
離

れ
て
、
読
書
や
音
楽
鑑
賞
を
楽
し
み
ま
す
。
自

分
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
の
も
大
事
で
す
。 

　
健
康
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
子
育
て
も
終
わ

っ
て
練
習
時
間
が
取
れ
、
大
会
に
参
加
で
き
る

と
い
う
、
こ
の
環
境
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

３９ 

十 
　
　
　
　
半
身
マ
ヒ
に
な
っ
た
時
は
「
人
生
が

　
　
　
　
終
わ
っ
た
」
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
落
ち
込
ん
で
、「
い
っ
そ
の
こ
と
…
」

と
思
わ
な
い
で
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

思
い
を
抑
え
た
の
は
家
族
の
存
在
で
す
。
こ
の

ま
ま
家
族
を
置
い
て
は
い
け
な
い
と
。 

　
生
活
の
中
で
リ
ハ
ビ
リ
し
よ
う
、
と
に
か
く

動
こ
う
。
立
ち
上
が
る
力
に
な
っ
た
の
は
、
母

さ
ん（
妻
）や
孫
た
ち
、
家
族
の
支
え
で
す
。 

　
も
う
今
ま
で
の
自
分
で
は
な
い
。
で
き
る
こ

と
、
で
き
な
い
こ
と
は
何
か
を
自
分
に
問
い
か

け
ま
し
た
。
「
元
気
ア
ッ
プ
体
操
」
に
誘
わ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
家
の
周
囲
を
歩
く
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
に
体
操
を
し
て

い
ま
す
。
草
刈
り
な
ど
の
畑
仕
事
も
や
り
、
冬

は
作
業
小
屋
で
母
さ
ん
と
の
卓
球
で
す
。 

　
朝
夕
、
歩
く
こ
と
は
と
て
も
体
に
い
い
。
今

は
杖
な
し
で
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先

日
は
東
京
で
の
葬
式
に
も
行
っ
て
き
た
。
普
段

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
が
出
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
筋
力
も
付
い
て
い
る
よ

う
で
、
運
動
が
難
儀
で
は
な
く
な
っ
た
。
す
る

と
、
や
る
気
も
湧
い
て
き
ま
す
。 

　
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
の
軽
ト
ラ
で
春
は
花
見
、

秋
は
紅
葉
を
見
に
母
さ
ん
と
出
か
け
ま
す
。
こ

れ
も
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。
病
気
は
す
べ
て
が
悪
い

と
い
う
訳
で
は
な
く
、
母
さ
ん
の
優
し
さ
、
良

さ
が
わ
か
っ
た
。
息
子
の
意
識
も
変
わ
っ
た
。

こ
れ
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
そ
れ
と
、
あ
ま
り
酒

を
飲
ま
な
く
な
っ
た
ら
、
大
し
た
体
調
が
い
い
。 

左 

人生を輝かせる。３人の方の、心の内に迫る―― 日々を生き生きと過ごす、その前向きな姿勢が 

トライアスロン競技で昨年の 
トキめき新潟国体、今年のゆ 
め半島千葉国体に出場した 

千葉国体で 

旧大内町議会議員、本市議会 
議員を歴任。５年前に脳硬塞 
を患い、リハビリに励む 

湯沢市の芍薬（シャクヤク）苑で 
奥さんの奈美子さんと 

や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
大
事 

家
族
の
支
え
が
立
ち
上
が
る
力
に 

伊藤ゆかり さん 

（49歳・川口） 

田口良一 さん 

（70歳・大内三川） 

 VOICE VOICE

「命」と「心」のデッサン 特集 



１２ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう ２２ １１ １ １３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２０１０ 

Ryumaさん Ryumaさん 

７月、スイスのモントルー・ジャ 
ズフェスティバルに出場し、満 
場の聴衆を魅了したＢＲＯＮＺＥ
〜道心〜（ブロンズ）リーダー 

ＢＲＯＮＺＥ〜道心〜はライブ 
で募金を呼びかけ、ＮＰＯ法人 
「秋田県心の健康福祉会」と 
「秋田いのちの電話」へ贈って 
いる。これもＲｙｕｍａさんの 
「思い」によるものだ。 

（佐藤龍守さん・40代・石脇） 

参考文献・うつ病の治し方（成美堂出版）、あなたの医学書うつ病（誠文堂新光社）

　
　
　
　
世
界
に
思
い
の
伝
わ
る
音
を
作
り
た

　
　
　
　
い
。
モ
ン
ト
ル
ー
・
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

　
　
　
　
テ
ィ
バ
ル
に
出
場
し
、
自
分
た
ち
が

や
っ
て
き
た
こ
と
が
一
つ
の
証
に
な
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
書
や
絵
、
写
真
な
ど
、
心
を
表

現
す
る
方
法
は
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
「
生
き
方

そ
の
も
の
」
と
い
う
思
い
を
共
有
し
、
メ
ン
バ

ー
と
「
音
楽
で
心
を
表
現
し
た
い
」
と
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

　
福
島
県
で
生
ま
れ
、
小
学
二
年
か
ら
本
荘
に

住
ん
で
い
ま
す
が
、
家
庭
の
事
情
で
、
自
分
の

境
遇
や
周
囲
の
環
境
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
す

さ
ん
だ
生
活
で
し
た
。
学
校
に
も
行
き
た
く
な

く
、
死
を
も
考
え
、
五
年
生
の
時
に
家
出
を
し

て
夜
汽
車
に
乗
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
そ
ば
に

い
た
、
誰
か
の
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
き
た
曲
を

聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
車
窓
に
映
る
夜
の
景
色

が
だ
ん
だ
ん
変
わ
り
、
や
り
き
れ
な
い
思
い
が

音
楽
に
よ
っ
て
癒
さ
れ
、
心
が
ス
ー
ッ
と
楽
に

な
り
ま
し
た
。「
こ
う
い
う
音
楽
を
作
っ
て
、

自
分
も
、
そ
し
て
他
の
人
た
ち
も
癒
さ
れ
た
ら

ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う
」、
と
感
じ
、「
心
次
第

で
目
に
映
る
景
色
が
変
わ
る
」
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。 

　
以
来
、「
心
」
を
表
現
す
る
音
楽
に
の
め
り

込
ん
で
い
ま
す
。
高
校
時
代
に
作
曲
し
た
音
楽

が
専
門
誌
で
全
国
入
賞
し
ま
し
た
が
、
「
社
会

経
験
が
未
熟
な
ま
ま
で
は
長
続
き
し
な
い
」
と

判
断
し
、
国
内
各
地
、
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
難
民
の

キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
人
と
触
れ
、
音
楽
の
厚
み
や

心
の
思
い
を
音
符
に
す
る
努
力
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
自
分
に
死
を
問
う
た
人
間
と
し
て
「
意

識
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
、
生
き
て
い
る
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
」
と
思
え
る
答
え
を
一
つ
は
知

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
〈
や
っ
て
み
る
〉
と
い

う
こ
と
で
す
。 

　
縁
あ
っ
て
、
不
登
校
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
和
太
鼓
と
も
共
演
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の

一
打
に
は
魂
を
感
じ
ま
す
。
す
ご
い
で
す
よ
。 

　
モ
ン
ト
ル
ー
で
「
ブ
ロ
ン
ズ
〜
道
心
〜
の
音

楽
は
、
心
に
情
景
が
浮
か
び
、
純
粋
に
い
い
ね
」

と
言
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
片
田
舎
の
、
有
名

で
も
な
い
バ
ン
ド
の
音
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
が
心
に
響
き
、
あ
の
ス
テ
ー
ジ
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
。
そ
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
渡
航
の

支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
、
自
分
た
ち
は

「
生
か
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。 

2

　自殺予防や自死遺族ケアの支援に取り
組んでいるNPO法人のお二人をお招きし、
新たな自殺につながらないための活動を
考えます。

□日時  11月14日（土） 午後５時～７時

□会場  紫水館（鳥海地域）

□講演・講師  

　「一人とのつながりが、新しい解決力を生む」

□問い合わせ先

　　　 鳥海総合支所市民福祉課　　５７―３５０１

■ 

NPO法人 ライフリンク代表　清水康之さん

元ＮＨＫ報道局ディレクター。自死遺族取材を
きっかけにＮＰＯ法人を設立。元内閣府参与。38歳。

ＢＲＯＮＺＥ〜道心〜
世界三大ジャズフェス 
モントルー凱旋ライブ in秋田 

秋田市文化会館
※市役所前から無料送迎バスあり 
  （当日午後５時２０分発・要予約） 

お問い合わせ　同実行委員会 
 1０９０-６２２５-８２９３ 

●
取
材
を
終
え
て

　
こ
の
特
集
は
Ὶ
自
殺
予
防
活
動

や
う
つ
病
を
説
明
す
る
だ
け
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
Ί
本
市
が
県

内
で
も
高
い
自
殺
率
に
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
Ὶ
自
分
や
周
り
の
人
の

命
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
と
願

ℕ
て
企
画
し
ま
し
た
Ί

　
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
Ὶ
求
め

て
も
届
か
な
い
こ
と
は
誰
に
で
も

あ
り
ま
す
Ί
人
生
の
禍
福
は
あ
ざ

な
え
る
縄
の
よ
う
に
Ὶ
絶
え
間
な

く
や
ℕ
て
き
ま
す
Ί
病
気
や
事
故
Ὶ

災
害
Ὶ
失
敗
Ὶ
不
運
ῼ
Ί
そ
れ
で

も
私
た
ち
は
現
実
を
受
け
止
め
Ὶ

生
き
る
と
い
う
こ
と
に
意
味
を
見

い
出
し
Ὶ
そ
れ
を
人
生
の
基
盤
Ὶ

糧
と
し
て
Ὶ
辛
苦
を
越
え
Ὶ
そ
れ

ぞ
れ
の
道
の
り
を
歩
ん
で
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
Ί

　
も
し
Ὶ
今
あ
な
た
が
Ὶ
絶
望
し

か
な
い
ほ
ど
に
苦
し
い
出
来
事
に

直
面
し
て
い
る
と
す
れ
ば
Ὶ
ど
う

か
今
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
ℕ
て

み
て
く
だ
さ
い
Ί
そ
こ
に
は

生

き
て
い
て
よ
か
ℕ
た

と
思
え
る

こ
と
が
必
ず
あ
ℕ
た
は
ず
で
す
Ί

そ
し
て
Ὶ
こ
れ
か
ら
先
Ὶ
や
り
残

し
た
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
中
で
Ὶ


や
ℕ
ぱ
り
Ὶ
生
き
て
い
て
よ
か
ℕ

た

と
思
え
る
時
が
必
ず
や
ℕ
て

く
る
は
ず
で
す
Ί

夢
も
希
望
も

な
い

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
Ί

 

命

は
大
切
だ
Ί
命
が
あ
る
限

り
Ὶ
夢
も
希
望
も
あ
る


　
そ
う
思
う

心

の
中
に
Ὶ
そ

れ
は
あ
る
の
で
す
Ί

　
一
人
一
人
の
命
は
Ὶ
世
界
に
た

ℕ
た
一
つ
だ
け
の
か
け
が
い
の
な

い
も
の
で
す
Ί
あ
な
た
の
こ
と
を

大
切
に
思
い
Ὶ
あ
な
た
の
名
前
を

呼
ぶ
人
が
必
ず
い
ま
す
Ί
そ
の
声

が
聞
こ
え
ま
す
か
Ί

　
人
そ
れ
ぞ
れ
に
人
生
観
は
違
う

と
し
て
も
Ὶ

自
殺
は
し
な
い
Ὶ

自
殺
を
さ
せ
な
い

を
誓
い
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
Ί

「命」と「心」のデッサン 特集 

11月11日（木）開演 午後６時３０分 



　

当
社
は
昭
和
62
年
設
立
で
、
ワ
イ
ン

城
は
平
成
７
年
オ
ー
プ
ン
で
す
。
地
元

プ
ラ
ム
生
産
組
合
の
原
料
で
プ
ラ
ム
ワ

イ
ン
を
四
種
類
、
県
産
ブ
ド
ウ
を
原
料

に
ワ
イ
ン
を
三
種
類
製
造
販
売
し
て
い

ま
す
。
他
に
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
や
ブ
ラ
ン

デ
ー
、
ゼ
リ
ー
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ム
ワ
イ
ン
は
フ
ル
ー
ツ
ワ
イ
ン

と
し
て
人
気
が
あ
り
、
お
中
元
、
お
歳

暮
の
時
期
に
は
送
料
無
料
の
三
本
入
り

セ
ッ
ト
や
市
の
特
産
品
と
の
詰
め
合
わ

せ
セ
ッ
ト
も
好
評
で
す
。
今
後
も
地
域

の
産
業
振
興
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〈
取
締
役
営
業
部
長  

佐
々
木
研
さ
ん
〉

■
捜
索
は
「
強
制
調
査
」
で
す

　

市
と
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
は
、

10
月
６
日
と
12
日
、
市
税
滞
納
者
の
自

宅
や
事
務
所
の
捜
索
を
実
施
、
軽
自
動

車
３
台
、
46
型
液
晶
テ
レ
ビ
１
台
な
ど
、

合
計
６
点
を
差
し
押
さ
え
ま
し
た
。

　

差
し
押
さ
え
た
財
産
は
、
今
後
な
お

納
税
い
た
だ
け
な
い
場
合
、
公
売
な
ど

に
よ
り
換
価
し
、滞
納
税
に
充
当
し
ま
す
。

■
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
と
は

　

地
方
税
の
滞
納
額
圧
縮
を
目
的
に
今

年
４
月
に
発
足
。
県
と
県
内
全
市
町
村

で
設
立
し
、
県
と
本
市
を
含
む
８
市
の

派
遣
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
機
構
で
は
、
預
貯
金
や
給
与
、
家

賃
、
動
産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
中
心

に
滞
納
整
理
を
実
施
。
本
市
で
も
、
正

当
な
理
由
な
く
長
期
に
わ
た
る
滞
納
者

の
う
ち
、
52
件
（
滞
納
税
額
約
７
千
300

万
円
）
を
同
機
構
へ
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

■
収
納
対
策
を
進
め
ま
す　

　

税
金
は
暮
ら
し
や
す
い
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
大
切
な
財
源
で
、
納

税
に
よ
り
市
は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
預
貯
金
や
給

与
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
納
税
の
公
平
性

を
確
保
す
る
た
め
、
収
納
対
策
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

■
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

事
情
で
市
税
な
ど
を
納
期
内
に
納
付
で

き
な
い
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課　

　

収
納
課
（
収
納
班
）

　
　
　
　
　
　

 

☎
24―

６
２
５
６

　㈲天鷺ワインからプラムワイン「太陽の華」（720㍉㍑）１本を５人にプレゼントします。広報紙に対するご意見やご感想、
取り上げてほしいテーマなどの「おたより」を添えてお申し込みください。■応募資格　市内にお住まいの方（応募は１人１通）
■締め切り　11月26日㈮　■応募は巻末の広報課「読者プレゼント」係あて 「住所・氏名・年齢・連絡先」を明記のこと。

※ハガキ、ファクシミリ、電子メールで。個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送のために使用し、この目的以外には使用しません。

車両の差し押さえに使用するタイヤロック機材

プ
ラ
ム
ワ
イ
ン「
太
陽
の
華
」（
１
本
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト

••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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■
保
育
所
へ
入
所
で
き
る
基
準

　
保
育
所
へ
入
所
で
き
る
の
は
、

保
護
者
や
同
居
親
族
が
次
の
い
ず

れ
か
の
事
情
に
あ
り
、
子
ど
も
を

保
育
で
き
な
い
場
合
で
す
。

①
家
の
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常

　
態
と
し
て
い
る

②
家
の
中
で
子
ど
も
と
離
れ
て
日

　
常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
す
る

　
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る

③
出
産
の
前
後

④
病
気
や
負
傷
、
あ
る
い
は
心
身

　
に
障
が
い
を
有
し
て
い
る

⑤
長
期
に
わ
た
り
病
気
や
心
身
に

　
障
が
い
の
あ
る
家
族
を
常
時
介

　
護
し
て
い
る

⑥
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

■
申
込
書
の
提
出

受
付
期
間　
11
月
４
日
㈭
〜
平
成

　
23
年
１
月
20
日
㈭

　
　
　
（
土
・
日
、祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所　
子
育
て
支
援
課
ま
た

　
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、

　
入
所
を
希
望
す
る
保
育
所

■
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

　
　
（
受
付
場
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）

①
保
育
所
入
所
申
込
書

②
60
歳
未
満
の
家
族
（
昭
和
27
年

　
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
が
子

　
ど
も
を
保
育
で
き
な
い
こ
と
を

　
証
明
す
る
も
の
（
稼
働
証
明
書

　
や
就
労
状
況
申
告
書
、
診
断
書

　
な
ど
）

　

次
の
書
類
は
来
年
３
月
15
日
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
父
母
の
平
成
22
年
分
の
所
得
税

　
額
が
わ
か
る
も
の
＝
源
泉
徴
収

　
票
、
確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど

　
　
（
農
業
・
自
営
な
ど
で
家
業
の

　
申
告
者
が
祖
父
母
の
場
合
は
祖

　
父
母
の
分
も
必
要
）

※

本
年
１
月
１
日
現
在
、
他
市
町

　

村
に
住
所
が
あ
っ
た
場
合
は
そ

　

の
住
所
地
の
役
所
発
行
の
平
成

　

22
年
度
市
町
村
民
税
課
税
証
明

　

書

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課

☎
24―

６
３
２
０

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉

　

課
、
入
所
を
希
望
す
る
保
育
所

　

補
助
金
の
額
や
対
象
と
な
る
住
宅
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 　

50
万
円
以
上
の
対
象
と
な
る
工
事
費
の
10
％

に
相
当
す
る
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

 

①
市
内
の
自
己
居
住
用
の
住
宅
を
「
市
内
業
者
」

　

が
増
改
築
や
修
繕
、
補
修
な
ど
を
す
る
場
合

②
過
去
に
こ
の
制
度
に
よ
る
助
成
を
受
け
て
い

　

な
い
住
宅

 

①
本
年
度
、
県
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
み
で
実

　

施
済
み
（
実
施
中
）
の
工
事
も
該
当
し
ま
す

②　
「
市
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
方
」「
市
外
業
者

　

が
施
工
し
た
場
合
」
は
対
象
外
と
な
り
ま
す

 　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

 　

都
市
計
画
課
（
総
合
窓
口
）

☎
24―

６
３
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

　

昭
和
56
年
５
月
末
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木

造
住
宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
募
集
戸
数
は

20
戸
で
補
助
金
は
上
限
３
万
円
で
す
。

　

募
集
期
間
は
来
年
11
月
30
日
ま
で
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保育所名 電話番号

本　荘

矢　島

東由利

本 荘 保 育 園
風 の 子 保 育 園
ひ か り 保 育 園
石 脇 東 保 育 園
石 脇 西 保 育 園
石 脇 北 保 育 園
中 央 保 育 園
子 吉 保 育 園
石 沢 保 育 園
松 ヶ 崎 保 育 園
小 友 保 育 園
内 越 保 育 園
清徳ベビー保育園
矢 島 保 育 園
永 慶 保 育 園
み ど り 保 育 園

22－0662
22－8885
22－0560
22－4183
22－2149
24－3622
23－1313
22－0045
29－2104
28－2054
22－3532
22－3165
22－2375
27－5656
69－3101
69－2131

岩　城

由　利

大　内

西　目

鳥　海

道 川 保 育 園
亀 田 保 育 園
ゆ り 保 育 園
岩 谷 保 育 園
下川大内保育園
上川大内保育園
西 目 保 育 園
川 内 保 育 園
直 根 保 育 園
笹 子 保 育 園

73－2202
72－2353
53－4191
65－2008
66－2111
67－2149
33－2022
57－2010
58－2151
59－2331
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　「第４回大内模型飛行機大
会」（高橋光一大会実行委員
長）が10月10日、大内地域三
川の田んぼで開かれ、前日の
９日には大会で飛ばす模型飛
行機の制作教室が岩谷児童館

で行われました。講師は大会実行委員の皆さん。参加した親子や児童
は慣れない手つきながらもていねいに部品を組み立てて飛行機を完成。
菊地凜君（岩谷小２年）は「いっぱい飛ぶといいな」と、自信作を手
に元気いっぱい話してくれました。

　社会福祉の向上に功績の
あった方々を顕彰、感謝の意
を表する市社会福祉大会（市
社会福祉協議会主催・本間達
雄会長）が10月13日、本荘文
化会館で開催され、市民や福

祉関係者など約1,000人が参加しました。式典では、今年度の顕彰者
27個人、６団体に感謝状を贈呈、県共同募金会長表彰も行われました。
このほか、大会に引き続き、俳優の児玉清さんによる「心に華のある
人生を!!」と題した記念講演が行われました。

　市中学校少年非行防止防火
弁論大会が10月20日、矢島中
学校で開催されました。由利
本荘地区少年保護育成委員会
と市幼少年婦人防火委員会の
主催で今回27回目。市内11

校、12人の生徒が日ごろから感じている非行防止と防火への思いを
率直に表現し、聴衆に熱く語りかけました。各部門の最優秀賞は次の
方です。 ▽少年非行防止の部　金田麻梨香さん（出羽３年）　 ▽防火
の部　佐藤有紗さん（由利３年）

　10月の「全国シルバー人材
センター事業普及啓発促進月
間」にあわせて20日、市シル
バー人材センターの本荘地域
会員約20人が市道由利中央線
などの歩道沿いの清掃奉仕作

業を行いました。会員はポイ捨てされた紙くず、落ち葉などを拾い集
め回収。また、市内の大型店舗周辺でシルバー事業のＰＲチラシなど
を配布し啓発活動を行いました。この活動は毎年10月第３水曜日の
「シルバーの日」に行われています。

　

鳥
海
高
原
秋
ま
つ
り
「
第
三
十
三
回
法
体

の
滝
紅
葉
ま
つ
り
」
が
十
月
十
六
日
〜
二

十
四
日
ま
で
鳥
海
地
域
の
法
体
園
地
で
開

催
さ
れ
、
十
六
・
十
七
日
に
は
郷
土
芸
能

や
歌
謡
シ
ョ
ー
、
特
産
品
販
売
、
イ
ワ
ナ

釣
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
、
鳥
海
前
ノ
沢
太
鼓
の
演
奏
が
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
民
謡
な
ど
の
演
芸
が
披

露
さ
れ
、
二
日
目
は
笹
子
月
山
太
鼓
の
演
奏
、

上
村
あ
す
か
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
イ
ワ
ナ

釣
り
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

二
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
来
場
者
歓
迎
抽

選
会
で
は
約
百
五
十
人
の
方
に
地
元
特
産
の

ナ
メ
コ
や
そ
ば
焼
酎
な
ど
を
贈
呈
。

　

会
場
は
木
々
が
色
づ
き
、
来
場
者
は
深

ま
る
秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　にかほ市と本市の美術作家136人の作品
を一堂に展示した「第６回由利本荘美術
展」（10月16日～20日）開催期間中の17日、
本荘文化会館で水墨画家・打矢悳先生（船
岡）の制作実演が行われ、巧みな筆さばき
から生まれる美しい作品に約100人の来場
者から感嘆の声と拍手が沸き上がりました。

平成22年11月１日号 広報ゆりほんじょう

　

花
立
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
駐
車
場
特
設
会

場
な
ど
で
恒
例
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
「
鳥
海

高
原
花
立
秋
ま
つ
り
」
が
十
月
十
一
日
に

開
催
さ
れ
、
不
安
定
な
天
候
に
も
関
わ
ら

ず
、
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
カ
ー
ト
タ
イ
ム
レ
ー
ス
、
乗
馬
や
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
の
無
料
体
験
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
や
、
毎
年
好
評
の
地
元
野
菜

た
っ
ぷ
り
の
「
豚
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

あ
っ
と
い
う
間
の
完
食
に―
。
ス
プ
ー
ン
を

使
わ
ず
、
口
だ
け
で
食
べ
る
「
ジ
ャ
ー
ジ
ー

ア
イ
ス
早
食
い
大
会
」
で
は
、
寒
さ
と
冷
た

い
ア
イ
ス
に
参
加
者
は
思
わ
ず
身
震
い
。

観
衆
か
ら
の
励
ま
し
の
声
援
に
後
押
し
さ

れ
な
が
ら
、
賞
品
の
「
ス
イ
ー
ツ
セ
ッ
ト
」

を
目
指
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　

南
由
利
原
青
少
年
旅
行
村
の
コ
ス
モ
ス

が
見
ご
ろ
を
迎
え
た
十
月
三
日
、
同
村
で

「
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、
多
く

の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

わ
な
げ
ゲ
ー
ム
や
変
形
自
転
車
レ
ー
ス
、

に
か
ほ
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ミ
ニ

野
外
コ
ン
サ
ー
ト
に
秋
田
由
利
牛
フ
ェ
ア

な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
た
中
、
最
後

に
盛
り
上
が
っ
た
の
が
「
米
す
く
う
べ
〜

大
会
」。
両
手
で
す
く
っ
た
米
を
上
手
に

運
ん
で
量
を
競
う
こ
の
大
会
。
優
勝
者
に

は
地
元
由
利
産
の
新
米
三
十
㌔
、
す
く
っ

た
新
米
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、

大
胆
に
両
手
い
っ
ぱ
い
米
を
す
く
い
上
げ

る
参
加
者
の
姿
に
観
衆
か
ら
の
声
援
や
笑

い
声
が
響
き
ま
し
た
。

　地域ブランド・秋田由利牛を「味わう会」
が10月10日、道の駅おおうち特設会場で開
かれました。10人が挑戦した500㌘ステー
キの早食い競争のほか、由利牛のくし焼き
即売やもも肉を丸焼きにした試食コーナー
は好評で長蛇の列ができるなど、来場者は
存分に由利牛の味を堪能していました。

　「鮎の風・秋の交流会」（鮎の風実行委
員会主催・小澤茂会長）が10月16日開かれ、
会員など地域住民約30人が旧鮎川小校舎
の美化作業を行い懐かしの校舎の清掃に汗
を流しました。また、ふれあい館「鮎川」
で由利中吹奏楽部の演奏や旧鮎川小の保存
利活用について意見交換が行われました。



募
集
人
員
な
ど　

定
員
40
人
（
修

　

業
年
限
は
３
年
で
男
女
不
問
）

出
願
期
間　
【
推
薦
】
11
月
８
日

　

㈪
〜
12
日
㈮
／
【
一
般
】
平
成

　

23
年
１
月
11
日
㈫
〜
14
日
㈮

※

出
願
資
格
や
必
要
書
類
な
ど
、

　

詳
し
く
は
学
生
募
集
要
項
に
て

　

ご
確
認
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

由

　

利
本
荘
看
護
学
校
入
学
試
験
係

　

☎
22―

６
０
３
１

応
募
資
格　

平
成
23
年
４
月
１
日

　

現
在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

　

男
子

試
験
日　

平
成
23
年
１
月
22
日
㈯

会
場　

秋
田
駐
屯
地
（
秋
田
市
）

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈪
〜
平
成

　

23
年
１
月
７
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
由
利
本

　

荘
地
域
事
務
所　

☎
22
―
３
４

　
７
９

※

推
薦
採
用
試
験
に
つ
い
て
も
当
事

　

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

地
域
の
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
全
国
の
市
町
村
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
本
市
を
担
当
す
る
委

員
と
し
て
10
月
１
日
付
け
で
次
の

方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

○
工
藤
剛
さ
ん
（
再
任
）・
本
荘
地
域

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

　

市
民
相
談
室　

☎
24
―
６
２
５
１

■
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

日
時
・
会
場　

11
月
４
日
㈭・

11

　

日
㈭
・
18
日
㈭　

午
後
１
時
15

　

分
〜
５
時
・
市
役
所
市
民
相
談

　

室
日
時
・
会
場　

11
月
28
日
㈰　

午

　

前
９
時
〜
正
午
・
市
役
所
附
属

　

会
館
２
階
１
号
室

■
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

11
月
10
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

市
役
所
５
階
第
５
会
議
室

■
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　
毎
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

■
公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
（
要
予
約
）

日
時　

11
月
11
日
㈭　

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場　

市
役
所
５
階
第
５
会
議
室

内
容　

遺
言
・
相
続
・
金
銭
・
土

　

地
建
物
の
賃
貸
な
ど
に
つ
い
て

※

以
上
の
相
談
の
ほ
か
に
は
、
市

　

民
課
市
民
相
談
室
と
各
総
合
支

　

所
市
民
福
祉
課
の
職
員
が
対
応

　

し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課

　
市
民
相
談
室　
☎
24―

６
２
５
１

　

こ
の
助
成
金
は
、
生
産
量
や
売

り
上
げ
の
減
少
し
た
中
小
企
業
に

対
し
、
労
働
者
を
一
時
的
に
休
業

さ
せ
た
場
合
な
ど
に
、
賃
金
負
担

の
一
部
を
助
成
し
、
雇
用
の
安
定

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

日
時　
11
月
10
日
㈬　

午
後
１
時

　

〜
４
時

会
場　

市
商
工
会

内
容　

申
請
を
検
討
し
て
い
る
企

　

業
を
社
会
保
険
労
務
士
が
無
料

　

で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

※

希
望
す
る
事
業
所
に
は
訪
問
相

　

談
も
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

県

　

社
会
保
険
労
務
士
会　

中
小
企

　

業
雇
用
安
定
サ
ポ
ー
ト
事
業　

　

☎
０
１
８―

８
６
４―

１
６
６
６

日
時　

11
月
11
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

会
場　

紫
水
館
（
鳥
海
地
域
）

相
談
内
容　

人
権
相
談
、
困
り
ご

　

と
、
子
ど
も
の
人
権
な
ど

※

法
務
局
本
荘
支
局
で
も
、
月
曜
日

　

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
毎
日
（
祝
日

　

除
く
）
常
設
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
地
方
法
務
局

　

本
荘
支
局　

☎
22―

１
２
０
０

日
時　

11
月
13
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　
市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

　

 （
上
大
野
）
２
階　
第
２
研
修
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先  

11
月

　

12
日
㈮
ま
で
、
東
北
税
理
士
会
本

　

荘
支
部　

☎
24―

５
２
５
５

　

全
国
一
斉
強
化
週
間
と
し
て
、

次
の
期
間
、
電
話
で
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
相
談
は
無
料
）

日
時　
11
月
15
日
㈪
〜
21
日
㈰　

午

　

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時 （
20・

　
21
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

専
用
相
談
電
話　

　

☎
０
５
７
０―

０
７
０―

８
１
０

日
時　
11
月
23
日
（
火
・
勤
労
感
謝

　

の
日
）　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

内
容　

賃
金
未
払
い
、
サ
ー
ビ
ス

　

残
業
な
ど
の
労
働
問
題
に
つ
い

　

て
、
司
法
書
士
が
電
話
で
相
談

　

を
お
受
け
し
ま
す（
相
談
無
料
）

専
用
相
談
電
話　

☎
０
１
８―

８

　

２
４―

０
０
５
５（
当
日
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先　

司
法
書
士　

菊

　

地
喜
久
雄
さ
ん　

☎
０
１
８―

　

８
２
３―

９
３
８
１

日
時　

11
月
25
日
㈭

　
　

午
後
１
時
〜
４
時（
予
約
制
）

会
場　

市
役
所
５
階
第
５
会
議
室

相
談
員　

弁
理
士　

熊
谷
繁
さ
ん

内
容　

特
許
（
発
明
）、
実
用
新
案
、

　

意
匠
、
商
標
な
ど
、
疑
問
や
ご

　

相
談
に
お
答
え
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

 

㈳

　

発
明
協
会
秋
田
県
支
部　

☎
０

　

１
８―

８
２
４―

４
２
８
２

　

多
重
債
務
問
題
は
法
的
に
対
処

す
る
こ
と
で
解
決
で
き
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
に
、
専
門
家
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
先
着
５
組
。
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
。）

日
時　

12
月
２
日
㈭　

午
前
10
時

　

〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時（
１

　

時
間
ご
と
の
申
込
制
）

会
場　

本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー

弁
護
士　
高
橋
重
剛
さ
ん
（
秋
田
弁

　
護
士
会
消
費
者
問
題
対
策
委
員
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

12

　

月
１
日
㈬
ま
で
、
健
康
管
理
課

　

☎
22―

１
８
３
４

　

県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
で
は
、

本
市
・
に
か
ほ
市
に
お
住
ま
い
の

障
が
い
者
の
方
の
就
職
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
を
お
考
え
の
障
が
い
者
ご

本
人
や
ご
家
族
の
方
、
雇
用
を
お

考
え
の
事
業
主
の
方
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー

　
ト
セ
ン
タ
ー　
☎
44―

８
５
７
８
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
で
発
行
す

る
紹
介
状
と
市
専
用
の
履
歴
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
に
備
え
付
け
の

募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 「
ぱ
い
ん
す
ぱ
新
山
」
管
理
人

募
集
人
員　

１
人

雇
用
期
間　

12
月
１
日
㈬
〜
平
成

　

23
年
３
月
31
日
㈭
（
更
新
可
）

勤
務
内
容　

ぱ
い
ん
す
ぱ
新
山
管

　

理
運
営
業
務

勤
務
時
間　

週
29
時
間
（
交
代
制

　

勤
務
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

11

　

月
10
日
㈬
ま
で
、
総
務
課　

☎

　

24―

６
２
１
６

物
品
名　

①
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車

　

 （
昭
和
63
年
式
・
平
成
22
年
10

　

月
19
日
車
検
満
了
、
走
行
に
不

　

具
合
あ
り
）
／
②
ホ
ン
ダ
パ
ー

　
ト
ナ
ー
バ
ン
（
平
成
14
年
式・

　

23
年
６
月
４
日
車
検
満
了
）

最
低
売
却
価
格　

①
10
万
円
／
②

　

２
万
１
千
円

公
開
期
間　

11
月
４
日
㈭
〜
10
日

　

㈬
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土

　

・

日
を
除
く
）

公
開
場
所　

①
矢
島
克
雪
管
理
セ

　

ン
タ
ー　

☎
55―

３
９
７
７
／

　

②
管
財
課
（
車
両
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
24―

３
３
１
９

※

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い

入
札
関
係
書
類
の
交
付　

11
月
４

　

日
㈭
〜
10
日
㈬
の
午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時
、
管
財
課
（
市
役
所

　

増
設
棟
２
階
）
で
交
付
し
ま
す

※

期
間
内
に
書
類
の
交
付
を
受
け

　

て
い
な
い
方
は
入
札
に
参
加
で

　

き
ま
せ
ん

入
札
日
・
会
場　

11
月
15
日
㈪　

　

午
前
10
時
・
市
役
所
５
階　

第

　

８
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先　

管
財
課　

☎
24

　

―

６
２
６
２

【
ご
て
ん
ま
り
（
初
級
・
初
心
者
）】

講
師　

阿
部
登
志
子
さ
ん

定
員　

先
着
15
人

【
刺
し
子
（
初
級
・
中
級
）】

講
師　

井
上
由
美
子
さ
ん
、
佐
藤

　

久
子
さ
ん

定
員　

先
着
20
人

【
共
通
事
項
】

日
時　

11
月
22
日
㈪
、
24
日
㈬
、

　

26
日
㈮　

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
場　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓
練

　

セ
ン
タ
ー
（
石
脇
）

受
講
料　

１
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

11

　

月
12
日
㈮
ま
で
、
観
光
振
興
課

　

☎
24―

６
３
７
６

　

笑
い
、
感
動
、
そ
し
て
心
温
ま

る
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
作
品
を
放
送
に

先
駆
け
、
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

収
録
日
時
・
会
場　
11
月
23
日
（
火

　

・

勤
労
感
謝
の
日
）　

午
後
１

　

時
〜
・
県
児
童
会
館
け
や
き
シ

　

ア
タ
ー
（
秋
田
市
）

※
観
覧
希
望
の
方
は
、
は
が
き
裏
面

　
に
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢・

職
業

　

・

電
話
番
号
・
観
覧
希
望
人
数
」

　
を
明
記
の
上
、 

〒
０
１
０―

０
９

　
４
１　
秋
田
市
川
尻
町
大
川
反
２

　
３
３―

２
０
９　
秋
田
朝
日
放
送

　

 「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
観
覧
希
望
」

　

係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
（
11
月

　
10
日
㈬
必
着
）

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
朝
日
放
送

　

販
促
事
業
部　

☎
０
１
８―

８

　

８
８―

１
５
０
５

申
込
期
間　

11
月
15
日
㈪
〜
30
日

　

㈫
必
着

募
集
人
員　

23
人

貸
与
金
額　

30
万
円

※

応
募
資
格
や
提
出
書
類
な
ど
、
詳

　

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈶
秋
田

　
県
育
英
会
秋
田
育
英
奨
学
生
係　

　
☎
０
１
８―

８
６
７―

２
３
１
１

平成22年11月１日号平成22年11月１日号平成22年11月１日号 広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

　○大人　17,000円
　○シルバー（購入時60歳以上）
　　　　　　　　　　　   14,000円
　○子ども（中学生以下）　3,000円
　※通常30,000円（子ども　8,000円）
　　
　①顔写真（縦４㌢、横３㌢）２枚
　②運転免許証、健康保険者証など、住
　　所が確認できるもの
　③シルバーは生年月日を確認できるもの
　　　　　　　　　　　　
○11月１日㈪～12月10日㈮
　矢島総合支所産業課（土・日、祝日除く）
○12月13日㈪～　矢島スキー場
※受付時間は午前９時～午後５時（ナイ
　ター営業時は午後８時まで）、シーズ
　ン券のお渡しは12月となります

　　　　　　　　　　　　　　
○子どもシーズン券は矢島・鳥海の両ス
　キー場の共通券です
○県内提携スキー場と岩手県提携スキー
　場へのシーズン券持参で、１日券が
　1,000円お得（子どもは500円）
◎早割４時間券と１日券はじめました！
　グループなどでのご購入はいかがです
か。11月中にお申し込みいただきますと、
「４時間券」と「１日券」が10枚分の
価格で11枚ご購入いただけます。
　　　　　　　　　　
　矢島総合支所産業課　☎55－4953
　鳥海高原矢島スキー場　☎56－2182
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総
休
館

年
末
調
整
説
明
会　

①
10
時
〜
11
時
30
分
／
②
13
時
30
分
〜
15
時
文

本
荘
由
利
児
童
生
徒
美
術
展
（
〜
29
日
）

　
　
　
　
　
　
　

  

８
時
〜
17
時
（
29
日
は
14
時
ま
で
）
文 総

カ
ワ
イ
音
楽
教
室
発
表
会　

９
時
30
分
〜
16
時

第
60
回
本
荘
由
利
秋
季
柔
道
大
会　

８
時
〜
17
時

ア

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」　

10
時
〜
正
午

公公文総

家
庭
医
学
講
座
② 

「
飽
食
の
時
代
を
し
な
や
か
に
生
き
抜
く
た
め
に
」

　
　
　
　
　

 

（
会
場
・
文
化
会
館
地
階
会
議
室
）　

13
時
30
分
〜
15
時

本
荘
バ
レ
エ
第
３
回
発
表
会　

17
時
〜
20
時　

入
場
料
あ
り

ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会
（
小
・
中
学
校
の
部
）　

８
時
〜
21
時

本
荘
由
利
地
区
吹
奏
楽
祭　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分　

入
場
料
あ
り

ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」　

９
時
〜
正
午

第
３
回
秋
田
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
選
手
権
大
会
兼

　

第
23
回
全
国
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大
会
Ｂ
秋
田
県
大
会
ア 文ア

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
の
進
路
説
明
会　

15
時
30
分
〜
18
時

ス
ポ
ー
ツ
教
室　

９
時
〜
正
午

ア総文ア

第
33
回
仁
賀
保
高
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

14
時
〜
16
時
30
分　

入
場
料
あ
り

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　

 　

10
時
〜
11
時
30
分　

登
録
料
あ
り

文

第
30
回
由
利
工
業
高
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

　
　
　
　
　
　
　

 　

 

14
時
〜
16
時
30
分　

入
場
料
あ
り

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室　

13
時
〜
15
時　

参
加
料
あ
り

高
体
連
中
央
支
部
新
人
体
育
大
会
（
〜
29
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

８
時
〜
21
時
（
29
日
は
18
時
ま
で
）

ア総 ア

三
人
展
（
〜
24
日
）　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　

 （
21
日
は
正
午
〜
、
24
日
は
15
時
ま
で
）　

カ
ワ
イ
音
楽
教
室
発
表
会　

９
時
30
分
〜
17
時

ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会
（
一
般
の
部
）　

８
時
〜
21
時

文総

シ

本荘図書館

○企画展示

６日㈯

12日㈮

「ふるさと“秋田”を読む」
キーボードの生演奏にあわせ朗読
絵本の読み聞かせほか
　出演：星のひとみ

(岩)朗読と音楽のひととき
　　　　　　午後２時～３時

絵本の読み聞かせ・紙芝居・折り紙
　出演：ひだまり

(矢)よみきかせ会
　　　　　　午前10時～11時

外国語による絵本の読み聞か
せほか（英語）

(岩)おはなし会
　　　　　　午後３時30分～

絵本の読み聞かせ・工作ほか
　出演：ゆりかごの会

(本)おはなし会
　　　　　　　　午後２時～　13日㈯

絵本の読み聞かせ・紙芝居・折り紙
　出演：ひだまり

(由)11月の読みきかせ会
　　　　　　午後２時～３時　

絵本の読み聞かせ・工作ほか
　出演：ゆりかごの会

(本)えほんでこんにちは
　　　　　　　　午後２時～20日㈯

24日㈬

絵本の読み聞かせ・紙芝居ほか
　出演：すずめの巣

(大)おはなしのへや
　　　　　　午前10時30分～

テーマ：「わが夫　坂本龍馬」一坂太郎著
　講師：鈴木登さん

(本)「お母さん読書会」共催読書会
  午後１時～（本荘勤労青少年ホーム）

(本)ヨミキカセ・ワールドワイド
　　　　　　　　午後２時～

「文学賞　2010」　（一般閲覧室）
「この本が賞をもらいました̂ ̂」（児童閲覧室） 

27日㈯

岩城図書館 作家「東野圭吾」特集・テーマ企画「手づくりってステキ！」
今月の絵本「内田麟太郎」

由利図書館 ｢お料理関連本｣・「児童文学作家　那須正幹」特集

　 「美味しい」と評判のお菓子屋さんが多
いこの地域。美味しいシュークリームを
食べて、各お店の商品券をゲットしよう！
　13店舗のシュークリームをまとめたパ
ンフレットも作成し、市役所と管内の道
の駅、そして各店舗に設置しています。
パンフレットを片手に、由利地域自慢の
シュークリームをみんなで味わおう！
問い合わせ先　観光振興課　☎24－6349

　西目小学校では、県の特色ある教育活動支援事業として、童
話・絵本・ノンフィクション作家などとして活躍されている角
野栄子さんをお迎えして、「物語の教室」を開催します。
内容　同校５・６年生児童を対象に、「物語の創作に対する思
　いを聴く」／「子どもたちからの質問や感想」
申し込み・問い合わせ先　西目小学校（担当：髙野）☎33－2305

お  い

　

市
で
は
、
自
力
で
の
除
雪
が
困

難
な
ご
家
庭
を
対
象
に
出
入
り
口
、

通
路
確
保
の
た
め
の
除
雪
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

　

世
帯
／
一
人
暮
ら
し
の
身
体
障
が

　

い
者
で
自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
方

利
用
料
金　

30
分
当
た
り
50
円

申
込
期
限　

11
月
19
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

長

　

寿
支
援
課　

☎
24―

６
３
２
２
、

　

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

平
成
18
年
度
か
ら
今
年
度
を
最

終
事
業
年
度
と
し
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
（
旧
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
）

「
本
荘
市
街
地
地
区
」
の
事
後
評

価
原
案
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
す
る

ほ
か
、
都
市
計
画
課
窓
口
で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

期
間　
11
月
１
日
㈪
〜
15
日
㈪
（
予
定
）

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
ト
ッ
プ

　

ペ
ー
ジ
↓
生
活
便
利
情
報
↓
く

　

ら
し
↓
都
市
計
画
」
の
順
に
お

　

進
み
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課　

　

☎
24―

６
３
３
２

　

男
女
の
出
会
い
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。
独
身
男
女
の
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
。
パ
ー
ト
ナ
ー
を

見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈰　

午
後
３
時

　

〜
男
女
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

／
５
時
〜
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

　
 （

ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス
）

対
象　

20
〜
40
歳
の
独
身
男
女

　

 （
各
20
人
）

参
加
費　

男
性
５
千
円
、
女
性
２

　

千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

11
月

　
５
日
㈮
ま
で
、
市
商
工
会
本
所
青

　

年
部
（
担
当
・
千
葉
）　

☎
23―

　

８
６
８
６　

FAX 

23―

８
６
８
８

日
時　

11
月
25
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
（
秋

　

田
市
）
４
階　

飛
翔
の
間

対
象　

今
年
度
末
に
高
校
卒
業
予

　

定
の
就
職
希
望
者
／
新
規
高
卒

　

者
の
採
用
を
予
定
し
て
い
る
県

　

内
事
業
所

内
容　
県
内
企
業
と
の
個
別
面
談
／

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
就
職

　
相
談
／
求
人
情
報
の
提
供

※

参
加
事
業
所
を
募
集
し
て
い
ま

　

す
。
11
月
12
日
㈮
ま
で
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

県

　

雇
用
労
働
政
策
課
Ａ
タ
ー
ン・

　

若
年
者
支
援
班　

☎
０
１
８―

　

８
６
０―

２
３
３
６

　　

 「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
」
は
、

選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為

抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
作
成
さ
れ

ま
す
。
全
国
で
約
31
万
６
千
人
が

登
録
さ
れ
、
有
権
者
全
体
に
占
め

る
割
合
は
約
330
人
に
１
人
で
す
。

　

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、

今
月
中
旬
に
通
知
を
お
送
り
し
ま

す
。
ま
た
、
通
知
と
併
せ
調
査
票

も
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
回
答

く
だ
さ
い
。
裁
判
員
制
度
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
地
方
裁
判

　

所
（
秋
田
家
庭
裁
判
所
）
本
荘

　

支
部　

☎
22―

３
９
１
６

所
在
地
（
地
目
）　

西
目
町
沼
田

　

字
新
道
下
２―
317
（
宅
地
）

面
積　

261
・
69
平
方
㍍

入
札
日
・
会
場　
11
月
11
日
㈭　
午

　
後
１
時
30
分
・
秋
田
合
同
庁
舎

　
（
秋
田
市
）
５
階
第
一
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
労
働
局
総

　

務
課
会
計
第
三
係　

☎
０
１
８

　

８
６
２―

６
６
８
１

第
12
回　

閲
覧
開
始…

11
月
10
日

　

㈬
／
入
札
期
間…

12
月
１
日
㈬

　

〜
８
日
（
水
）

【
平
成
23
年
】

第
１
回　

閲
覧
開
始…

12
月
10
日

　

㈮
／
入
札
期
間…

１
月
７
日
㈮

　

〜
14
日
㈮

第
２
回　

閲
覧
開
始…

１
月
20
日

　

㈭
／
入
札
期
間…

２
月
10
日
㈭

　

〜
18
日
㈮

※

物
件
情
報
は
閲
覧
開
始
日
か
ら
秋

　

田
地
方
裁
判
所
４
階
「
物
件
明
細

　

書
等
閲
覧
室
」、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
（
Ｂ
Ｉ
Ｔ
サ
イ
ト
・http://bit.

　

sikkou.jp/

）
で
閲
覧
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
地
方
裁
判

　

所
民
事
第
２
部　

☎
０
１
８―

　

８
２
４―

３
１
２
１

平成22年11月１日号平成22年11月１日号平成22年11月１日号 広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

家
庭
医
学
講
座
①
食
生
活
を
考
え
る
「
長
生
き
を
す
る
た
め
の
食
習
慣
」

 　
　
　
　
　
（
会
場
・
文
化
会
館
地
階
会
議
室
）　

13
時
30
分
〜
15
時

第
14
回
本
荘
由
利
小
学
校
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
（
〜
７
日
）　

８
時
〜
21
時
（
７
日
は
18
時
ま
で
）
総 公

市
米
ま
つ
り
水
辺
駅
伝
競
走
大
会　

９
時
30
分
〜
14
時

本
荘
由
利
一
般
男
女
６
人
制
大
会　

８
時
〜
19
時

ア総文

由
利
本
荘
・
に
か
ほ
盆
栽
会　

秋
季
盆
栽
展
示
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
〜
14
日
）　

９
時
〜
16
時

文

ス
テ
ー
タ
ス
発
表
会　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分　

入
場
料
あ
り

 「
シ
ャ
オ
ロ
ン
と
そ
の
仲
間
た
ち
」
〜
中
国
琵
琶
と
二
胡
と

　
　
　
　
　
　

 

ピ
ア
ノ
の
世
界
〜　

14
時
〜　

入
場
料
あ
り

本
市
・
に
か
ほ
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
会
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　

 
ボ
ー
ル
競
技
（
〜
14
日
）　

８
時
〜
21
時
（
14
日
は
18
時
ま
で
）

ア総

総
休
館



■第１回「鳥海さんろく故里のうたげ」
日時　11月21日㈰　午前11時～
会場　紫水館　　入場料　500円
出演　三浦九十九さん、眞坂善栄さん
※直根、笹子ルートの送迎あります
問い合わせ先　鳥海公民館
　　　　　　　　（☎57－2881）

■23年度「西目幼稚園」入園児募集
　必要書類など、詳しくは募集要
項にてご確認ください。
対象　西目地域に住所を有し、平成20年
　４月１日以前に生まれた就学前の幼児
受付期間　～平成23年１月31日㈪
　（土・日、祝日除く）
申し込み・問い合わせ先　西目教
　育学習課（☎33－4611）、西目
　幼稚園（☎33－2038）
■「関東地区西目会総会」を開催
　関東在住のご家族やご親戚へ参
加の呼びかけをお願いします。市
内からの参加者も募集しています。
※交通手段は各自手配となります
日時　11月21日㈰　
　午前10時30分～物産販売
　　　11時30分～総会・懇親会
会場　ホテルグランドパレス
　　　　　　（東京都千代田区）
会費　男性9,000円、女性8,000円
申し込み・問い合わせ先
　11月10日㈬まで、西目総合支
　所振興課（☎33－4610）

■「パッチワークキルトの集い」
　とっても簡単な和の小物（携帯電
話入れ）を一緒に作ってみませんか。
日時　12月12日㈰ 
　午前9時30分～午後4時
会場　西目公民館シーガル
会費　1,500円（材料費込み）
申し込み・問い合わせ先
　加川信子さん（☎33－2623）
■保健センターからのお知らせ
①11月の集団指導室　開放日 
　広いスペースで親子のふれあい
をおもいっきりどうぞ。
開放日 ５日㈮、12日㈮、26日㈮
　午前９時30分～11時30分
②保健センター健康相談日
　電話相談も随時お受けしています。
日時　11月５日㈮、12日㈮、26
　日㈮　午前９時30分～11時30分
③「かしわ温泉」健康相談 
日時　11月18日㈭　午前10時～
問い合わせ先　西目保健センター
　　　　　　　　（☎33－3983）
■西目保育園「ふれあい保育」
　今月は「人形劇」を行います。
日時　11月17日㈬
　午前９時30分～10時30分
対象　０～３歳の未就園児と保護者
問い合わせ先　西目保育園
　　　　　　　 （☎33－2022）

■アクアパルからのお知らせ
①フリーマーケット「水辺のまち市場」
日時　11月14日㈰　
　午前９時～正午
会場　アクアパル屋内15区画（１
　区画＝約１坪）
内容　不用になった日用雑貨、衣
　類、書籍など（出店料無料）
申込期限　11月11日㈭

②フィットネスジム登録講習会
日時　11月28日㈰　午前10時
会場　アクアパル
定員　先着20人
年会費　一般＝3,150円、学生＝
　1,575円（ともに税込み）
※事前に電話などで申し込みください
問い合わせ先　アクアパル
　　　　　　　 （☎22－5611）
■本荘スポーツ教室
「ウインターコース」参加者募集
日時・種目　①11月28日㈰・トレ
　ジャーハンティング（本荘地域
　内）／②１月16日㈰・ニュース
　ポーツ（本荘体育館）／③２月
　11日㈮～13日㈰・スキー（矢島
　スキー場）／④３月６日㈰・ス
　キートレッキング（南由利原高原）
対象　本荘・西目地域に在住の方
　（小学生以下は保護者同伴）
参加料　1,000円
保険料　中学生以下600円・高校
　生以上1,600円（サマーコース
　に参加した方は保険料不要）
※リフト代など、種目によっては
　別途自己負担が発生する場合あり
定員　各50人程度
申し込み・問い合わせ　11月１
　日㈪～12日㈮まで、市教育委
　員会スポーツ課（☎24－6183）

と
し
て
、
六
年
生
が
十
五
人
の
地

元
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
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齢
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学
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に
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き
、
給
食
を
会
食
し
ま

し
た
。

　

会
話
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楽
し
み
な
が
ら
の
会
食

後
に
は
、
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設
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ボ

ラ
ン
テ
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に
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際
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教

わ
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た
と
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み
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最
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は
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ら
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ら
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た
校
歌

と
「
故
郷
」
の
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を
口
ず
さ
み

な
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ら
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を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

一
時
間
と
い
う
と
て
も
短
い
時

間
で
し
た
が
、
互
い
に
心
温
ま
る

特
別
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。会話を楽しみながら笑顔で会食

　平沢小校長退職後、旧本荘市社会教
育委員などを歴任。同市教育学芸功労
者。 平成20年瑞宝双光章受章。 
　
　
　
　自治功労。旧鳥海村議会議員（４期）、 
同村（町）助役を歴任。鳥海町自治功
労者。

ふるさと

ふ
る
さ
と
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■本荘中央児童館「和太鼓教室」
日時　11月20日㈯（参加無料）
　午前10時～11時30分
内容　弥高太鼓の会による和太鼓
　教室～和太鼓を体で感じよう～
問い合わせ先　本荘中央児童館
　　　　　　 　（☎22－3489）
■第２回家庭医学講座（入場無料）
　「飽食の時代をしなやかに生き
　抜くために」
日時　11月20日㈯　
　午後１時30分～３時
会場　本荘文化会館地階
講師　秋田大学大学院医学系研究科
　　　百田芳春准教授
定員　先着40人
申し込み・問い合わせ先
　本荘公民館（☎22－0900）

■公共施設休館日（11月）
日新館　28日㈰
青少年ホーム　28日㈰、日曜・
　祝日の夜間
　▷矢島教育学習課（☎56－2203）
福祉会館　28日㈰
　　　▷福祉会館（☎56－2205）
寿康苑　７日㈰、15日㈪、21日
　㈰、29日㈪
■「寿康苑」からのお知らせ
①「津軽民謡」をお楽しみください
　津軽民謡日本一、吉岡正男氏一
行の唄と踊りをご堪能ください。
日時　11月14日㈰
　午後０時30分～
②保健師による健康相談
日時　11月16日㈫
　午前９時30分～11時
※新荘方面の送迎の日です
問い合わせ先　寿康苑
　　　　　　　 （☎56－2940）
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。
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受
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６
日
㈯　

　

午
前
９
時
＝
市
役
所
前
ス
タ
ー

　

ト
／
以
下
通
過
予
定
時
刻…

雪

　

車
町
中
継
所
＝
９
時
25
分
、
大

　

琴
下
中
継
所
＝
10
時
、
道
の
駅

　

東
由
利
＝
10
時
20
分
、
横
手
市

　

民
会
館
（
到
着
）＝
正
午

　

節
目
と
な
る
50
回
記
念
大
会
で

す
。
沿
道
で
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

※

通
行
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

　

ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
24―

６
１

　

８
３

日
時　

11
月
13
日
㈯

　

午
後
２
時
開
演

会
場　
ア
ク
ア
パ
ル
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
券　

前
売
り
２
千
円
（
当
日

　

券
は
２
千
500
円
円
、
文
化
振
興

　

協
会
会
員
は
１
千
500
円
）、
ペ

　

ア
券
３
千
円
（
前
売
り
の
み
）

入
場
券
販
売
所　

コ
ン
ノ
楽
器
、

　

ヤ
マ
ハ
本
荘
店
、
ト
ガ
シ
電
機

　

商
会
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ッ

　

プ
サ
サ
ヤ
、
本
荘
地
域
の
各
公

　

民
館
、
ア
ク
ア
パ
ル

問
い
合
わ
せ
先　

ア
ク
ア
パ
ル　

　

☎
22―

５
６
１
１

日
時　

11
月
21
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

会
場　

日
新
館
（
矢
島
地
域
）

出
演　

①
赤
田
獅
子
舞
（
本
荘
）

　

／
②
濁
川
獅
子
舞
（
矢
島
・
市

　

指
定
）
／
③
屋
敷
番
楽
（
由
利

　

・

県
指
定
）
／
④
高
尾
山
金
峰

　

神
社
御
獅
子
（
大
内
）
／
⑤
本

　

海
番
楽
（
前
ノ
沢
講
中
・
鳥
海

　

・

県
指
定
）／
⑥
本
海
番
楽（
八

　

木
山
講
中
・
鳥
海
・
県
指
定
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

　

化
課　

☎
24―

６
２
８
８

　

下
川
大
内
小
学
校
（
仁
部
恵
里

校
長
）
の
創
立
三
十
周
年
を
祝
っ

て
、
図
書
購
入
費
用
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
大
内
地
域
加
賀
沢
出

身
の
鈴
木
泰
三
さ
ん
（
83
歳
・
秋

田
市
）
が
十
月
十
二
日
、
同
校
を

訪
れ
、
百
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
全
校
児
童
に
「
遠

慮
せ
ず
、
読
み
た
い
本
を
希
望
し

て
く
だ
さ
い
。
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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。

　

岩
谷
小
学
校（
米
持
隆
司
校
長
）

で
十
月
五
日
、
総
合
学
習
の
一
環 鈴木さん（写真左）と仁部校長
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９月１日㈬

２日㈭
３日㈮

５日㈰

７日㈫
８日㈬
９日㈭
10日㈮
11日㈯
12日㈰
13日㈪
14日㈫
15日㈬
16日㈭
17日㈮
18日㈯
21日㈫
22日㈬
24日㈮
25日㈯
26日㈰

28日㈫

29日㈬
30日㈭

石川善兵衛翁植林祭追善供養・記念植樹
はまなすの郷西目に想いをよせる会
市議会定例会本会議（開会）、小友財産区管理会
交通安全キャラバンメッセージ伝達
市総合防災訓練（矢島地域）
大内地域おこしカラオケ大会開会式
西目地域敬老会
東由利田代自治会市政講話会・懇親会
市議会定例会本会議（一般質問）
市議会定例会本会議（一般質問）
ため池（櫛引）完成視察
西目サッカー場視察
ＪＡ秋田しんせい肥育豚舎新築工事起工式神事
松ヶ崎地区敬老会、南内越地区敬老会
副知事へ要望（秋田市）
石脇財産区議会定例会
川村フクヨ氏百歳長寿祝金贈呈
岩城地域敬老会、千葉国体由利本荘市壮行会
東由利地域敬老会、決算審査特別委員会（主査報告）
鳥海地域敬老会
バイオマスタウン構想策定委員会
市議会定例会本会議（閉会）
由利原浄水場建設工事安全祈願祭、亀田城佐藤八十八美術館特別展視察
全国市町村交流レガッタ加古川大会開会式・交流レセプション（兵庫県加古川市）
全国市町村交流レガッタ加古川大会競漕会視察（兵庫県加古川市）
大内地域（下川地区と岩谷地区（岩谷町・松山町内））敬老会
石沢財産区議会定例会
秋田県市長会定例会（能代市）
市納税貯蓄組合連合会総会、「東証上場の森」講演会

支出額件　　　数
合　計 151,200５　　　件

支出日 支出額支　　出　　内　　容
９月１日　

１日　
２日　
４日　
５日　
７日　
11日　
12日　
12日　
17日　
18日　
20日　
25日　
26日　
26日　
30日　
30日　
30日　

合　計

3,000
3,000
4,000
5,000
3,360
3,200
2,646
3,420
3,380
5,250
8,000
5,000
6,000
6,750
3,400
8,446
16,800
8,100
98,752

石川善兵衛翁植林記念祭祝賀会会費（村上副市長代理出席）
はまなすの郷西目に想いをよせる会会費
ＪＡまつり2010前夜祭『満足美食会』会費（村上副市長代理出席）
本荘高校同窓会総会懇親会会費（藤原副市長代理出席）
東由利田代自治会市政講話会懇親会へ寸志
畑中喜右衛門慰霊祭へ寸志（由利総合支所代理出席）
ＪＡ秋田しんせい肥育豚舎新築工事起工式昼食会へ寸志
松ヶ崎地区敬老会へ御祝い
南内越地区敬老会へ御祝い
由利本荘青年会議所梁山市訪問時特産品お土産
佐々木量一氏　瑞宝双光章受章祝賀会会費（村上副市長代理出席）
高機能消防車修祓祝賀会会費（村上副市長代理出席）
全国市町村交流レガッタ加古川大会交流レセプション会費（3,000円×２人）
加古川市訪問時特産品お土産
石脇地区敬老会へ寸志（市民福祉部長代理出席）
東京証券取引所へ特産品お土産
「東証上場の森」講演会昼食会賄い
「東証上場の森」講演会懇親会へ寸志

18　　　件

　お茶を飲みながらみんなで
おしゃべり♪一緒に楽しい時
間を過ごしませんか。
日時　11月16日㈫
　　　午前10時～午後３時
　※時間内であれば、いつで
　　もご利用できます。
場所　ぱいんすぱ新山 和室

　どなたでもお気軽にいらし
てください。
日時　11月18日㈭
内容・時間
　○健康相談
　　午前９時30分～10時
　○自宅でできる軽体操
　　午前10時～11時
場所　鶴舞温泉 中広間
参加費　無料

記念植樹で（１日）記念植樹で（１日）記念植樹で（１日）

健康相談で―（10月19日・鶴舞温泉）
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※母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
※３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください。
※本荘地域と西目地域の７カ月児健診は、個別健診となります。
※事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。
※当日受診できない場合や不明な点は当該地域の保健センターまたは市民福祉課へご相談ください。

実施日 対象地域 事　業　名 対　　　象　　　者 受付時間 実施場所
４日㈭
９日㈫
10日㈬
12日㈮
16日㈫

17日㈬

18日㈭
24日㈬
26日㈮
29日㈪

岩城・大内
由利・東由利
本荘・西目
矢島・鳥海
由利・東由利
岩城・大内
本荘・西目
本荘・西目
本荘・西目
矢島・鳥海
本荘・西目

４・７・10カ月児健診
２歳児歯科健診
１歳６カ月児健診
３歳児健診
４・７・10カ月児健診
１歳６カ月児健診
３歳児健診
10カ月児健診
４カ月児健診
４・７・10カ月児健診
２歳児歯科健診

平成21年12月、22年３月・６月生まれ
平成20年４月・５月・６月生まれ
平成21年４月生まれ
平成19年４月・５月・６月生まれ
平成22年１月・４月・７月生まれ
平成21年２月・３月・４月生まれ
平成19年５月生まれ
平成22年１月生まれ
平成22年７月生まれ
平成22年１月・４月・７月生まれ
平成20年８月生まれ

12：40～13：10
12：45～13：00
13：00～13：30
13：00～13：15
12：45～13：00
12：40～13：00
13：00～13：30
13：00～13：30
13：00～13：30
13：00～13：15
13：00～13：30

大内保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター
由利福祉保健センター
大内保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター
本荘保健センター

※成分献血は１時間ほどの時間がかかりますので、事前に予約をお願いしています。
　予約・問い合わせは、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へお願いします。

日 実　施　場　所受付時間 備　　考

９日㈫

10日㈬

18日㈭

26日㈮

ＴＤＫ由利本荘㈱（本荘）
由利組合総合病院
イオンスーパーセンター本荘店
由利地域振興局福祉環境部（由利本荘保健所）
みちのくコカ・コーラボトリング㈱本荘営業所
矢島総合支所
ＴＤＫ由利本荘㈱（矢島）
ウェーブ岩城
大内保健センター

10：00～11：30
13：00～16：30
10：30～12：00
13：10～14：10
16：00～17：00
13：40～14：40
15：00～16：30
　9：30～11：30
13：00～16：30

全血献血

全血献血

全血献血

成分献血

▷問い合わせ先…本荘由利広域
　休日応急診療所（堤脇45：☎
　24－3917）、平日は市民福祉
　部健康管理課（本荘保健セン
　ター☎22－1834）

※当番医師は変更になる場合も
　あります。
※お薬手帳をお持ちの方は提示
　してください。

日 医　師　名
３日㈬
７日㈰
14日㈰
21日㈰
23日㈫
28日㈰

酒　見　喜久雄
佐　藤　　　護
前　原　巳知夫
佐　藤　省　子
木　村　　　元
桑　山　明　久

＊ポリオワクチンは急性灰白髄炎（小児マヒ）を予防するワクチンです。41日以上の間隔を
　おいて、２回接種する予防接種です。
＊今回の対象年月を越えても、まだ２回目を接種していない方は受けられます。
＊予防接種の間隔や、ワクチンの数量などの制限がありますので、お住まいの地域で接種して
　ください。
＊詳しくは、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へお問い合わせください。

日 対象地域 対　象　者 受付時間 実施場所

19日㈮ 矢島・鳥海 平成21年７月～
22年７月生まれ 13：00～13：15 紫水館

25日㈭ 本荘・西目 平成22年３月～
22年６月生まれ 13：00～14：00 本荘保健センター

　本紙10月15日号12㌻掲載のイン
フルエンザ予防接種「受託医療機
関」のうち、由利本荘医師会病院は
接種日に13歳以上の方であれば外来
患者も接種可能です。
由利本荘医師会病院☎22－0054

上手に磨けるかな？
　― ２歳児歯科健診で ―
（10月21日・岩城保健センター）
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仲間づくりフォークダンス会員募集
　私たちのサークルの目的はたく
さんの仲間と大きな輪を作って踊
ること。楽しくやさしいフォークダ
ンスです。
対象／男性・女性　年齢不問
練習日／毎週木曜日午後１時～３
　時（月・火は自宅。見学可能）
場所／鶴舞会館運動室
持ち物／内ズック、飲み物
申し込み・問い合わせ／正木☎23
　－4425、携帯080－6001－8970　－4425、携帯080－6001－8970

「サークル悠」型友禅額絵展示会期日／11月３日㈬～24日㈬　※月曜日休館。
場所／アクアパル２階ギャラリー問い合わせ／三浦玲子☎53－3193、　ラウンジキリン☎22－8884ン☎22 8884

リンパケアお試し体験
日時／11月17日㈬、12月15日㈬

　　　午後１時～４時
場所／たんぽぽ館（大内地域）

内容／フット・ハンド（500円
）、

　フェイシャル（800円）　※ロ
ー

　ション代実費。フェイスタオル
２

　～３枚持参願います。物品の販
売

　はありません。
問い合わせ／大久保☎携帯09

0－

　7325－0212

若草キッズのご案内
①３歳・４歳・５歳みんなで一緒
　にごっこ遊び（ミニ映画館、美
　容院、病院）
日時／11月５日㈮　午前10時～11時30分
②クリスマスリース作り
日時／12月16日㈭　午前10時～11時30分
場所・問い合わせ／若草幼稚園

☎22－3029☎22－3029

子育てサロン「なかまっ子」参加者募集日時／11月13日㈯　午前10時～正午場所／鶴舞会館講堂
内容／お買い物ごっこ、保護者用喫　茶コーナーなど
対象／親と子、祖父母と孫など、ど　なたでも　参加料／無料申し込み・問い合わせ／10日㈬ま　で市社会福祉協議会本荘支所☎24　－36343634

仁賀保高校吹奏楽部
第33回定期演奏会
日時／11月28日㈰　午後１時30分
　開場、２時開演
場所／本荘文化会館　入場料／500円
内容／１部…クラシック・オリジナ
　ルステージ、２・３部…ポップス
　ステージ
問い合わせ／仁賀保高校☎43－4791

（勝又・安井）

第26回　由利本荘市・にかほ市「コーラスグループ交流発表会」日時／11月７日㈰　午前10時～正午場所／由利コミュニティセンター　「善隣館」　※10団体出演。入場料／無料
問い合わせ／荘司☎53－347575

天まで届け　生命の鼓動
「鳥海前ノ沢太鼓」結成20周年
記念チャリティー公演
日時／11月７日㈰　午後３時開演
場所／紫水館（鳥海地域）
入場料／中学生以上1,000円、小学
　生500円、小学生未満は無料
友情出演／菖蒲太鼓、仁賀保太鼓、
　笹子月山太鼓、Hotlineほか
問い合わせ／佐藤☎58－2061

　主に市内の公共施設で開催するグループ
やサークルの行事、お知らせにご利用いた
だけます。市民の方からの依頼に限ります。
●原稿のお申し込み方法
　電子メール、ファクス、直接当課に持参
のいずれかでお申し込みください。最低限

必要な情報をできるだけ簡素に記入してく
ださい。連絡先を必ず明記してください。
●締め切り日はお守りください！
　原稿は掲載を希望する号の締め切り日必
着で提出をお願いします。締め切り日を過
ぎたものは受け付けません。（締め切り日
は「市民伝言板」のコーナーに記載）
●掲載できない場合もあります
　営利目的やこれに類するもの、発行日か
ら３日以内の行事は掲載できません。同一

内容の再掲依頼、会員や一部関係者のみを
対象とした活動はご遠慮ください。
●広報課からのお願い
　最近、「市民伝言板」掲載行事に苦情が
寄せられております。誰もが参加できる活
動を掲載したいと考えております。皆さま
に気持ちよくご利用いただけるよう、掲載
のお願いに対しましてご了承、ご協力くだ
さるようお願いします。
●問い合わせ先　　広報課　☎24－6237

　　　り  あ

　　 ここ な

　　　り  な

　　 じゅ な

 りん た ろう

　　　な  お

　　 みお と

　　　り  く

伊藤　莉亜ちゃん（　悟　さん）薬師堂

佐藤　心和ちゃん（　知　さん）小人町

牧野　理奈ちゃん（貴之さん）美倉町

佐藤　珠菜ちゃん（和也さん）川口

杉山凛太朗ちゃん（健一さん）鶴沼

菅原　菜央ちゃん（秀一さん）水林

佐々木くるみちゃん（達治さん）田町

尾留川弥音ちゃん（泰治さん）石脇

横山　璃　ちゃん（忠治さん）川口

りょうた ろう

　　 たけとら

　　　　 あや

　　　　 そう

内藤遼太郎ちゃん（　洋　さん）石脇

佐々木武虎ちゃん（育朗さん）小人町

佐藤ひなたちゃん（勇樹さん）大鍬町

吉田　　綾ちゃん（　大　さん）館

吉田　　蒼ちゃん（　大　さん）館

　り　り  か

　　　き ほう

　　　ゆ  あ

　　 あや か

　　　る  か

　　 ふう ま

　　 けんしん

　　　と  わ

　　 まさひろ

小杉莉々花ちゃん（俊輔さん）石脇

徳山　季宝ちゃん（　淳　さん）岩城亀田亀田町

佐々木結愛ちゃん（靖隆さん）五十土

佐藤　綾珂ちゃん（　裕　さん）北福田

伊藤　琉和ちゃん（和弥さん）徳沢

松永　阜磨ちゃん（　格　さん）岩谷麓

小野寺健真ちゃん（広行さん）東由利老方

釡台　叶翔ちゃん（研一さん）西目町出戸

土田　正祐ちゃん（泰弘さん）鳥海町下直根

平成22年11月１日号 広報ゆりほんじょう

法人会講演会
「アイデア鉄道フラワー長井線」日時／11月12日㈮　午後３時場所／ホテルアイリス　※入場無料講師／山形鉄道株式会社　　　『公募社長』　野村浩志さん申し込み・問い合わせ／㈳本荘法人　会青年部会☎24－3050

環境エネルギー講演会
日時／11月17日㈬　午後２時～
場所／本荘グランドホテル
演題／「山の向こうのもう一つの日
　本～私達の暮らしとエネルギー
　を考える～」　講師／元ＮＨＫア
　ナウンサー　田中裕子さん
問い合わせ／東北電力㈱本荘営業所
　☎22－6084（総務課　高瀬）

人形劇団クスクスの秋の人形劇ま
つり

日時／11月21日㈰　午前10時3
0分

　　　　　　　　　　午後１時30分

場所／齋彌酒造店　酒蔵さろん

　　　「角太倶楽部」
演目／「ぼくは　しょうぼうしゃ」

ほか

入場料（３歳以上）／前売り1,00
0円、

　当日1,200円　※子育てカード
掲

　示で中学生以下200円割引。

申し込み・問い合わせ／
　人形劇団クスクス☎22－1712

第15回　由利組合総合病院「病院祭」
日時／11月13日㈯
　　　午前８時50分～午後３時30分
内容／吹奏楽、講演会、農産物即売、
　バザーなど
場所・問い合わせ／由利組合総合病
　院☎27－1200（佐藤）　院☎27 1200（佐藤）

「しょうわ」文化祭
～家族交流会・地域交流会～

日時／11月20日㈯
　　　午前９時30分～午後３時3

0分

内容／利用者作品展、相談・体験コ
ー

　ナー、あべ十全さんによる「ト
ー

　ク＆歌謡ショー」（午後２時）、チ
ャ

　リティーバザーなど
場所・問い合わせ／介護老人施

設

　「しょうわ」☎23－7100（相談
室）

第46回　鳥海地区音楽祭
日時／11月９日㈫
　　　午後１時30分～３時30分
場所／鳥海中学校　内容／各小中学
　校の合唱や器楽演奏発表など
問い合わせ先／笹子小学校☎59－2234

「しょ

親子DEベビーマッサージ
日時／11月21日㈰
　　　午前10時30分～11時30分
場所／砂子下コミュニティセンター
対象／生後２カ月～ハイハイ期く
　らいまでの赤ちゃんと保護者
参加料／500円　持ち物／バスタオ
　ル１枚と赤ちゃんの飲み物
申し込み・問い合わせ／おててつな
　いで　松本☎090－5180－1441
※月～金曜日教室でレッスン（要予約）

佐々木金之さん
（石脇・68歳）

保科　タカさん
（赤沼下・83歳）

新井　徳次さん
（中竪町・72歳）

大場キミヱさん
（小人町・89歳）

中川𠩤俊幸さん
（石脇・61歳）

鈴木留太郎さん
（小人町・83歳）

土橋　泰文さん
（中梵天・70歳）

阿部キミヱさん
（葛法・92歳）

江幡　ちゑさん
（上横町・90歳）

田口喜代三さん
（山田・79歳）

今藤　和夫さん
（桜小路・74歳）

佐藤　一芳さん
（川口・63歳）

能戸美穗子さん
（石脇・62歳）

真坂久太郎さん
（理田・76歳）

岡本ミツヨさん
（田町・93歳）

田中專之助さん
（日役町・88歳）

板垣　瀧子さん
（烏川・70歳）

阿部　優美さん
（葛法・84歳）

佐藤　善吉さん
（船岡・87歳）

三浦ハルヱさん
（矢島町元町・86歳）

牧　　清司さん
（矢島町七日町・81歳）
岸野　由松さん
（岩城内道川・88歳）

後藤　ミセさん
（岩城亀田大町・93歳）
今野　勇一さん

（岩城二古・62歳）
進藤　ノブさん
（岩城下黒川・82歳）

嘉藤マツヨさん
（岩城内道川・83歳）

木内　定治さん
（川西・72歳）

伊藤ツルヨさん
（山本・81歳）

渡部三樹夫さん
（小菅野・64歳）

須田　カツさん
（久保田・93歳）

伊藤　ユリさん
（葛岡・76歳）

冨樫　　幹さん
（新沢・77歳）

小嶋チヨミさん
（岩谷町・95歳）

佐々木清一さん
（小栗山・97歳）

　地　　次さん
（羽広・88歳）

遠藤　キヨさん
（東由利舘合・84歳）

小野　　巖さん
（東由利舘合・81歳）

阿部千代志さん
（東由利蔵・88歳）

佐藤　サツさん
（西目町出戸・76歳）

高橋みつ子さん
（鳥海町上笹子・80歳）
佐藤　保男さん
（鳥海町小川・84歳）

髙橋　　昭さん
（鳥海町伏見・81歳）

木野本サツさん
（鳥海町上川内・88歳）

問い合わせ先／笹子小学校☎59 2234

第３回　本荘バレエ発表会
日時／11月20日㈯
　　　午後４時30分開場、５時開

演

場所／本荘文化会館
入場料／前売り1,000円、当日1,50

0円

チケット販売／丸〆書店☎22－0
127

チケッ

コープあきた由利地区福祉委員会学習会
「あなたはできますか、とっさの
対応!!」～防災について～
日時／11月25日㈭　午前10時～正午
場所／にかほ市 スマイル
申し込み・問い合わせ／鷹島☎33－2567申し込み 問い合わせ／鷹島☎33 2567

本荘北中学校平成６年度卒業生

33歳年祝い会のお知らせ
日時／平成23年１月２日㈰
　　　午後１時～受け付け
幹事／打矢・本間ほか　※対象者

に

　は案内状を送付しています。出
欠

　の返送は12月３日㈮まで。案内
状

　が届いていない方はご連絡くださ
い。

場所・問い合わせ先／本荘グラン
ド

　ホテル☎23－4545（加藤）


